
IPC-J1 

宣言

唾。コp冨I..）ーココビ::i.-9-



〈コントローラー各部の名柿と操作の説明〉

A、生年月日インプットのとき

十字ボタン

十字ボタンー下の段のカーソル移動
＠ボタン－選択決定
⑤ボタン－キャンセル
セレクトボタン－－土の段のカーソル？文字キャンセル

セレクトボタン

スタートボタン

スタートボタン・－実行（最初のタイトル画面のとき2度押すとプロローグはとばします）

B、メニュー選択のとき

十字ボタン

十字ボタン 項目の選択
＠ボタンー選択決定
⑮ボタン－前の画面にもどる

⑮ボタン

＠ボタン

※なお日還の解説画面のとき十字ボタン（左右）で、前後の日付の運勢を見ることができます二

〈画面の表示について〉

@1900～1999年までで蕊

あなたの生年月日と性別を
インプットして下さい

日
c 

＠ 

。カーソルガQO月の位置のとき、2以上の数字を選択すると、自動的に2月～としてインブ、シ卜されま或占
。カーソルガQO日の位置のとき、4以上の獄字を選択すると、自動的に4日～としてインプットされま竜王己
＠」二段のカーソルを移動

記使用上の注意等は表3をこe覧下さい。
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O
方
位
図
、
方
伎
の
説
明

申｜卯 ｜卯｜ 巳
の｜の ｜の｜の

方｜方 ｜方｜方

の伐こ｜に神太！な嫁こ｜はこ太
種のの｜向で歳｜ど婿の｜凶の緩
ま気凶｜かそ神｜凶取方｜神方神
きが神｜ つののI0 IJ位｜と位は
始あは｜て年后｜特、は｜なに木
めり水｜のの~I に伐俗｜り対星
‘星｜お陰；； I旅木に｜ムしの
劃Jこの｜産事：；： I行、三1gて精
土の精｜はをε｜に普年｜刊ので
、方で｜忌司と｜は請ふ｜造伐万
伐位刑｜むりさ｜警、さ ｜作木物
木に罰｜べ‘れ｜戒造が｜な、を
な向を｜；きこて｜を作り ｜ど談司
どか司｜でのL、｜要、と ｜にやlる
はつり ｜あ方る｜す移L、｜も等神
凶て殺｜る位凶｜る転い｜凶に 。

あ
き
の
方

歳
徳
神
の
方

位
は
一
ヵ
年

の
吉
方
で
万

事
に
用
い
て

大
吉
で
あ
る

初
詣
で
を
こ

の
方
に
す
れ

ば
家
業
繁
盛

の
基
と
な
る

歳
徳
神

甲

の

方

こ
の
神
の
巡
行
す
る
方
位
は
、
太
歳
神
と

亥

の

方

向
か
い
A
Y
J
方
位
に
な
る
の
で
、
移
転
、

旅
行
、
普
請
動
土
な
ど
に
は
凶
方
と
な
る

金
星
の
精
で
殺
気
は
げ
し
く
、
こ
の
方
位

辰
の
方

に
対
し
て
の
嫁
婿
取
り
、
旅
行
、
移
転
、

金
策
な
ど
に
は
凶
兆
あ
り
と
さ
れ
て
い
る

日
月
の
光
を
食
す
る
羅
喉
星
の
精
と
い
わ

丑
の
方

れ
る
。
従
っ
て
こ
の
方
位
に
対
し
て
の
普

請
動
土
始
め
な
ど
に
は
凶
と
さ
れ
て
い
る

念
怒
の
相
を
そ
な
え
て
い
る
計
都
星
の
精

未

の

方

と
い
わ
れ
、
こ
の
方
位
か
ら
牛
馬
そ
の
他

畜
類
を
求
め
る
こ
と
は
凶
と
さ
れ
て
い
る

昭
和
六
十
四
年
各
人
の
吉
方
位

O
一
白
水
墨
の
人

庚
酉
辛

O
ニ
黒
土
星
の
人

丙
午
丁

O
三
国
賓
木
星
の
人

O
図
録
木
星
の
人

O
五
黄
土
星
の
人

O
六
白
金
星
の
人

O
七
赤
金
星
の
人

O
八
白
土
星
の
人

O
九
紫
火
星
の
人

l'.6::Sfi置言薗図．図．
昭和六十四年己巴ニ黒

壬
子
突

壬
子
焚

甲
卯
乙

辰
巽
巳

壬
子
笑

辰
巽
巳

辰
巽
巳

壬
子
政
完

成
乾

丙
午
丁

甲
卯
乙

庚
酉
辛

戊
乾
甲
卯
乙

丙
午
丁

甲
卯
乙

丙
午
丁



こ
の
方
位
は
並
日
晴
朗
、
動
土
、
移
転
、
伐
木
な

ど
に
は
凶
で
す
が
、
九
紫
が
巡
る
か
、
天
道
、

天
徳
、
月
徳
の
吉
神
が
巡
行
し
て
い
る
月
、

ま
た
巡
金
神
遊
行
日
の
聞
は
差
支
え
な
い
。

O
二
月
立
春
よ
り
四
月
春
の
土
用
入
り
前
日

ま
で
は
甲
寅
日
よ
り
戊
午
日
ま
で
の
五
日
間

南
方
に
遊
行
す
る
O
五
月
立
夏
よ
り
七
月
夏

の
土
用
入
り
前
日
ま
で
は
丙
寅
日
よ
り
庚
午
日
ま
で
の
五
日
間
西
方
に
遊
行
す

る
O
八
月
立
秋
よ
り
十
月
秋
の
土
用
入
り
前
日
ま
で
は
庚
寅
日
よ
り
申
午
日
ま

で
の
五
日
間
北
方
に
遊
行
す
る

O
十
一
月
立
冬
よ
り
懇
年

一
月
冬
の
土
用
入
り

前
日
ま
で
は
壬
寅
日
よ
り
丙
午
日
ま
で
の
五
日
関
東
方
に
遊
行
す
る

O
四
季
会

に
土
用
中
は
戊
寅
日
よ
り
壬
午
日
ま
で
の
五
日
間
丑
・辰
・
未
・戊
方
に
遊
行
す
る

大

金

神

寅
の

姫

金

神

申
。〉

巡

金

神

科
一献の
方

土
公
神
は
土
の
守
護
神
で
す
か
ら
、
土
公
神
が
回

座
す
る
方
位
の
土
を
犯
す
こ
と
は
、
忌
み
慎
む
べ

き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
家
に
あ
っ
て
は

春
・
夏

・
秋
・
冬
の
悶
季
に
よ
り
左
の
よ
う
に
そ
の
司
る
場
所
を
異
に
し
て
お

り
、
土
公
神
在
住
期
間
中
に
各
々
の
場
所
を
犯
す
と
降
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

＠
春
は
寵

従
っ
て
か
ま
ど
の
築
造
、
改
造
な
ど
は
忌
み
避
け
る
が
よ
い
。

。
夏
は
門

従
っ
て
門
戸
の
新
築
、
改
造
な
ど
は
忌
み
避
け
る
ほ
う
が
よ
い
。

＠
秋
は
井

従
っ
て
井
戸
掘
り
、
井
戸
さ
ら
い
な
ど
は
避
け
る
ほ
う
が
よ
い
。

＠
冬
は
庭

従
っ
て
庭
造
り
、
動
士
、
樹
木
の
植
え
替
え
は
避
け
る
が
よ
い
。

O
金
神
、
巡
金
神
、
六
輝
、
中
段

方方

E置司aヨE圃置萄圃園田
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O
た

つ

O
の
ぞ
く

O
み

つ

O
た
い
ら

O
き
だ
ん

O
と

る

O
や
ぷ
る

O
あ
や
ぷ

O
な

る

O
お
さ
ん

O
ひ
ら
く

O
と

づ

急
用
や
訴
訟
な
ど
に
用
い
て
吉
の
目
。
但
し
午
後

は
凶
。
旧
暦

一
月
朔
目
、
七
月
朔
日
に
配
さ
れ
る

こ
の
日
は
正
午
の
み
凶
。
朝
夕
は
祝
い
事
に
用
い

て
吉。

旧
暦
二
月
朔
日
、
八
月
朔
日
に
配
さ
れ
る

こ
の
日
は
諸
事
控
え
目
に
静
観
が
よ
い
。
午
後
は

大
士口。

旧
暦
三
月
朔
目
、
九
月
朔
日
に
配
さ
れ
る

こ
の
日
は
何
事
を
す
る
の
も
忌
み
慎
む
ほ
う
が
よ

い
目
。
旧
暦
四
月
朔
目
、
十
月
朔
日
に
配
さ
れ
る

こ
の
日
は
陰
陽
道
で
何
事
を
す
る
の
に
も
上
士
口
の

目
。
旧
暦
五
月
朔
日
．
十

一
月
朔
日
に
配
さ
れ
る

新
規
事
開
始
そ
の
他
何
事
を
な
す
の
も
忌
む
べ
き

目
。
旧
暦
六
月
朔
目
、
十
二
月
朔
日
に
配
さ
れ
る

よ
ろ
ず
大
吉
の
目
。
但
し
動
土
、
蔵
開
き
な
ど
凶

百
凶
を
除
く
目
。
医
薬
ご
と
、
種
ま
き
始
め
な
ど
吉

万
象
万
物
満
溢
の
目
。
祝
い
事
、
建
築
、
移
転
等
吉

婚
姻
等
の
祝
い
事
、
相
談
事
、
柱
立
て
な
ど
に
吉

建
築
、
移
転
、
新
規
事
開
始
、
婚
姻
、
種
ま
き
な
ど
士
口

質
入
れ
、
取
入
れ
な
ど
、
よ
ろ
ず
入
手
す
る
に
士
口

契
約
事
、
相
談
、
物
事
の
取
り
決
め
な
ど
に
は
凶

何
事
も
控
え
目
に
慎
む
日
で
、
と
く
に
旅
行
は
凶

新
規
事
の
開
始
に
吉
。
但
し
訴
訟
、
談
判
な
ど
凶

五
穀
収
納
、
商
品
買
入
れ
な
ど
士
口
、
縁
談
ご
と
凶

建
築
、
移
転
、
開
店
、
婚
姻
な
ど
喜
ぴ
ご
と
に
吉

建
墓
な
ど
吉
。
練
上
げ
、
婚
礼
、
開
店
な
ど
は
凶

注
・
暦
の
中
段
は
，
十
二
直
。
と
も
い
わ
れ
て
い
る



O
二
十
八
宿
、
選
日

角
柱
立
て
、
普
請
遺
作
、

一い

丈
三

線
婿
取
り
に
吉
一
け

三

牛
馬
を
求
め
る
こ
と

一
う
雪
て

及
ぴ
婚
姻
に
吉

一
ろ
言
ヨ

嫁
婿
取
り
．
普
請
に
一
・

ヨ
ヨ

ょ
に

葬

儀

に

凶

一

L
E

F

家
宅
の
修
繕
、
土
地
一
う
ヨ
ロ

開
拓
始
的
に
吉

一

ぽ

E
与

移
転
、
旅
行
、
新
事
一
門

司
監

業
の
開
始
に
吉

一

ひ

E
主

新
規
事
開
始
、
倉
庫
、
一

巳

句

納
屋
内
建
築
に
吉

一

l
F

日
日
付
時
一
は
参

土
地
内
掘
り
起
こ
し
一
い

↑
「

ま
た
倉
庫
建
築
に
吉

一
＃
斗
プ

移
転
．
旅
行
及
び
金
一

’
ヨ
ム
一

議
等
す
べ
て
に
吉
一

i
E
ノ

芸
事
の
学
び
始
時
、
一

・7
川

m－

お
ひ
ろ
め
な
ど
に
吉
一
ト
＋
キ

衣
服
の
着
初
め
．
学
一

ν
ヨ
三

間
始
め
な
ど
に
吉
一
せ

E
－一

船
の
修
繕
‘
家
宅
の

一ぅ
＝－史

修
理
を
す
る
等
に
吉
一
ち

コ
ヨ

普
荷
造
作
．
井
戸
掘
一
〈
冒
号

り
、
婚
綱
な
ど
に
吉
一

よ
宅
ヨ

航
行
－
婚
綱
－
新
規
事
一
ん
ふ
少

開
始
な
ど
吉

一

し

古
牢

け
－円ん忌

巳
房量｜量｜走｜益｜云｜平｜与｜柔｜尾｜芯

閉
店
、
文
芸
開
始
、
樹

木
植
え
替
え
等
に
吉

普
請
造
作
及
ぴ
急
ぐ

・
』
レ
」
ト
。
λ
ソ
？
レ

開
店
、
移
転
、
求
職

な
ど
に
用
い
て
吉

神
社
仏
閣
に
参
詣
し

て
ご
利
益
あ
る
日

普
請
開
始
、
土
地
開

拓
、
縁
談
な
ど
に
吉

よ
ろ
づ
修
め
始
的
、

普
鏑
始
め
な
ど
に
吉

金
談
、
縁
談
、
旅
行

移
転
に
用
い
て
吉

開
店
、
お
ひ
ろ
め
‘
井

戸
掘
り
な
ど
に
吉

婚
礼
に
は
凶
、
他
の

事
に
は
す
べ
て
吉

店
舗
改
造
及
び
曜
の

造
り
皆
、
え
な
ど
に
吉

便
所
の
改
造
、
医
薬

を
求
め
る
主
ど
に
吉

婚
礼
．
神
仏
参
詣
‘
求

職
な
ど
に
大
吉
の
日

家
屋
増
築
、
回
剣
勝

作
始
的
立
ど
に
吉

分
家
、
聾
子
迎
え
、
隠

居
す
る
な
ど
に
大
吉

－
一
粒
万
倍
日
（
い
ち
り
ゅ
う
ま
ん
ば
い
ぴ
）

一
粒
の
種
が
万
倍
に
ふ
え
る
日
と
さ
れ
、
古

来
か
ら
事
始
め
に
用
い
ら
れ
、
特
に
商
売
始
め
、

閉
店
な
ど
に
吉
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
面、

ふ
え
て
多
く
な
る
意
味
か
ら
、
人
か
ら
物
を
借

り
た
り
借
金
す
る
の
に
は
不
向
き
の
日
で
す
。

．
不
成
就
日
（
ふ
じ
よ
う
じ
ゅ
ぴ
）

障
り
が
あ
っ
て
物
事
が
成
就
せ
ず
、
悪
結
果

を
招
く
凶
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
結
婚
、

閉
店
、
柱
立
て
、
命
名
、
移
転
、
契
約
ご
と
な

ど
に
は
不
向
き
で
、
こ
の
日
に
急
に
何
事
か
を

思
い
立
っ
た
り
、
願
い
ご
と
を
す
る
こ
と
す
ら

も
避
け
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

－

八

専

（は

っ
せ
ん
）

八
専
と
は
陰
暦
壬
子
の
日
か
ら
焚
亥
の
日
ま

で
の
十
二
日
間
の
う
ち
、
壬
子
、
甲
寅
、
乙
卯、

丁
巳
、
己
未
、
庚
申
、
辛
酉
、

発
亥
の
八
日
の

こ
と
で
、

一
年
に
六
回
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
は

法
事

・
供
養
な
ど
の
仏
事
、
破
懐
的
な
造
作
、

嫁
取
り
な
ど
に
は
凶
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

－
三
隣
亡
（
さ
ん
り
ん
ぼ
う
）

昔
か
ら
普
請
始
め
、
柱
立
て
、
棟
上
げ
な
ど

に
は
大
凶
と
さ
れ
、
も
し
も
こ
の
日
を
用
い
て

施
行
し
た
家
屋
が
後
日
災
禍
が
起
き
る
と
、
近

所
隣
り
を
も
亡
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す。

四

－
天
一
実
上
（
て
ん
い
ち
て
ん
じ
よ
う
）

天
一
天
上
と
は
、
人
事
の
士口
凶
禍
福
を
司
る

天

一
神
が
天
上
す
る
日
で
す
。
天

一
一
神
は
焚
巳

の
日
に
天
上
す
る
の
で
、
こ
の
日
か
ら
戊
申
の

日
ま
で
の
十
六
日
間
は
、
天

一
神
の
障
り
は
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

－
天
赦
日
（
て
ん
し
ゃ
ぴ
）

天
赦
日
と
は
、
干
支
相
生
・
相
魁
の
中
庸
を

得
る
大
吉
日
で
、
天
の
恩
恵
に
よ
り
何
の
障
害

も
起
き
な
い
日
と
さ
れ
、
と
く
に
結
婦
、
閉
店
、

事
業
創
立
、
拡
張
な
ど
に
用
い
て
最
良
の
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

－

土

用

（
ど
ょ
う
）

一
年
の
春

・
夏

・
秋

・
冬
に
そ
れ
ぞ
れ
の
四

季
の
土
用
が
あ
り
、
そ
の
期
間
は
約
十
八
i
九

日
で
す
。
こ
の
期
間
中
は
、
と
く
に
動
土
、
土

木
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
は
大
凶
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
土
用
中
で
も
問
日
（
ま
ぴ
）
は
障

り
が
な
く
、
春
は
巳
、
午
、
酋
の
目
。
夏
は
卯
、

辰
、
申
の
日
。
秋
は
未
、
商
、
亥
の
目
。
冬
は

卯
、
巳
、
寅
の
日
が
問
日
と
な
り
ま
す
。

－
＋
方
暮
（
じ
ゅ

っ
ぽ
う
ぐ
れ）

干
支
相
魁
の
凶
日
（
た
だ
し
相
起
し
な
い
日

も
含
む
）
で
、
甲
申
の
日
か
ら
入

っ
て
焚
巳
の

日
ま
で
の
十
日
間
で
す
。
こ
の
日
は
労
し
て
功

の
少
な
い
日
と
さ
れ
、
新
規
事
の
開
始
や
旅
立

ち
な
ど
ね
も
凶
の
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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男
女
の
相
性
は
、

九
星
の
五
行
の
相
性
、
相

砲
を
基
に
吉
・
凶
の
関
係
が
現
わ
さ
れ
ま
す
。

即
ち
木
・
火

・
土
・
金
・
水
の
五
行
の
隣
り

合
っ
た
関
係
が
吉
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
十

二
支
に
も
士口
・
凶
の
関
係
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
五
行
の
相
性

・
相
魁
の
関
係
と
多
少
異
な

っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
の
あ
る
こ
と
で

す
の
で
、
軽
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

九
星
か
ら
見
て
も
、
十
二
支
か
ら
見
て
も
相
性

で
あ
れ
ば
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
が
、
九
星
で
相

性
し
十
二
支
で
相
制胞
の
場
合
や
そ
の
逆
の
場
合

に
は
無
条
件
の
相
性
と
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
他
に
十
干
の
意
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
九
星
・
十
二
支
を
以
て

一
応
の
規
準
と
考

え、

一
生
の
禍
福
を
定
め
る
結
婚
な
ど
は
専
門

家
の
鑑
定
に
ま
つ
べ
き
で
す
。

ム
印
は

O
子
年
生

1
申

・
辰

・
丑
年
の
人
が
相
性
士
口

O
丑
年
生

l
巳
・
酉
・
子
年
の
人
が
相
性
吉

O
寅
年
生

l
午

・
戊

・
ム
亥
年
の
人
が
相
性
吉

O
卯
年
生

1
亥
・
未

－
成
年
の
人
が
相
性
吉

O
辰
年
生

l
申

・
子

・
酉
年
の
人
が
相
性
吉

O
巳
年
生

l
酉

・
丑
年
の
人
が
相
性
吉

O
午
年
生

l
寅

・
戊

・
未
年
の
人
が
相
性
吉

O
男
女
の
相
性
、
結
納
、
婚
礼

O
来
年
生

l
亥
・
卯
・
午
年
の
人
が
相
性
吉

O
申
年
生

l
子

・
辰
年
の
人
が
相
性
吉

O
酉
年
生

l
巳

・
丑
・
辰
年
の
人
が
相
性
吉

O
成
年
生

1
寅

・
午

・
卯
年
の
人
が
相
性
吉

O
亥
年
生

l
卯

・
未

・
ム
寅
年
の
人
が
相
性
士
口

一
白
生

二
黒
生

三
碧
生

因
縁
生

五
黄
生

六
白
生

七
赤
生

八
白
生

九
紫
生

六
白
、
七
赤
、

三
碧
、
回
線
、

一

白
の
人
が
吉

九
紫
、
六
白、

七
赤
、
五
賞
、
八

白
、
二
黒
の
人
が
吉。

一
白
、
九
紫
、
四
緑
、

三
碧
の
人

が
吉
。

二
日
、
九
紫
、

二一
碧
、
四
緑
の
人

が
吉
。

九
紫
、
六
白
、
七
赤
、

二
黒
、
八

白
、
五
黄
の
人
が
士
口
。

二
黒
、
五
賞
、
八
白
、

赤、

六
白
の
人
が
吉。

一
白
、
七

二
黒
、
五
賞
、
八
白
、

白
、
七
赤
の
人
が
吉。

九
紫
．
七
赤
、
六
白
、
二
黒、

五

賞
、
八
白
の
人
が
士目。

四
緑
、

三
碧、

二
黒
、
五
賞
、
八

白
、
九
紫
の
人
が
吉
。

一
白
、
六

古
め
か
し
く
縁
起
を
か
つ
ぐ
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
お
見
合
い
、
結
納
の
日
取
り
に

つ

い
て
は
、
や
は
り
暦
上
の
士
口
日
を
基
に
し
て
、

先
方
の
家
風
も
十
分
に
考
慮
の
う
え
、
お
互
い

（
両
家
）
に
と

っ
て
の
よ
り
よ
い
日
を
選
ぶ
べ
き

で
す
。
一

般
的
な
し
き
た
り
で
は
、
暦
上
の
、

な
る
、
み
つ
、
お
さ
ん
の
日
や
、
大
安
、
友
引

の
日
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

婚
礼
の
日
取
り
は
、
本
来
は
嫁
ぐ
人
に
と

っ

て
稼
ぎ
先
き
の
家
の
方
角
が
士
口
方
と
な
る
年

・

月

・
日
を
、
気
学
及
ぴ
九
星
術
に
も
と
づ
い
て

選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
世
間

一
般
的

に
は
暦
上
の
、
な
る
、
た
い
ら
、
た
つ
、
さ
だ

ん
、
ま
た
は
大
安
日
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

－
肱
割

妊
娠
腹
帯
（
山
石
田
待
）
に
良
い
日
は
、

一
般
に

犬
の
安
産
に
あ
や
か

つ
て
戊
（
い
ぬ
）
の
日
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
古
文
書
に
よ
る
吉
日

は
、
甲
子
目
、
甲
戊
目
、
乙
丑
目
、
丙
午
目
、

丙
成
目
、
戊
成
目
、
庚
成
日
、
庚
子
日
、
辛
酉

目
、
あ
る
い
は
暦
の
中
段
の
、
な
る
、
み
つ
、

た
つ
の
日
を
良
し
と
し
て
い
ま
す
。

五
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十

二

月

の

行

事

締
め
た
家
計
に
笑
顔
の
師
走

十

七



O
一
白
水
星
の
運
勢

あ
と
で
、
が
お
そ
す
ぎ
の
も
と

十
八

昭
和
五
十
六
年
辛
酉

八

歳

昭
和
四
十
七
年
壬

子

十

七

歳

昭
和
三
十
八
年
契
卯

二
十
六
歳

昭
和
二
十
九
年
甲
午

三
十
五
歳

昭
和
二

十
年
乙
商
四
十
四
歳

昭
和
十

一
年
丙
子

五

十

三
歳

昭
和

二

年
丁
卯

六
十
二
歳

大

正

七

年

戊

午

七

十

一
歳

明
治
四
十
』一
年
己

同

八

十

議

明
治
三
十
三
年
庚
子
八
十
九
歳

明
治
二
十
四
年
辛
卯

九
十
八
歳

壬
子
焚

O
本
年
は
勢
い
に
釆
っ
た
昨
年
の
運
気
を
引
き
継
い
で、

諸
事
好
調
に
進
展
す
る
年
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
足
も
と

を
忘
れ
前
進

一
本
に
な
る
と
、
肝
心
な
事
が
子
抜
き
に
な

っ
た
り
、
ま
と
ま
り
の
な
い
結
果
を
招
き
ま
す
。
と
か
く

本
業
外
の
雑
用
が
発
生
し
た
り
、
依
頼
事
ゃ
、
7
ま
い
話
な

ど
が
起
き
や
す
い
時
で
す
が
、
十
二
分
に
検
討
し
た
上
で

動
く
こ
と
で
す
。
経
済
面
は
有
利
な
年
で
す
が
、
あ
れ
こ

れ
手
を
広
げ
ず
に
目
標
を
絞
り
、
契
約
事
な
ど
は
話
だ
け

に
せ
ず
書
類
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
本
年
の
安
泰
を

保
ぢ
、
備
え
を
固
め
ま
す
。

か
ぜ
、
呼
股
器
、
胃
腸
疾
患

に
注
意
。
開
業
、
拡
張、

就
職
、
新
築
、
改
築
等
は
吉。

六
白

七
赤

一
白

三
碧

二
黒

五
賞

i
・
哲
学
者
、
法
律
家
、
政
治
家
、

明

著
述
業
、

医
師
、
水
産
・漁
業、

E
綴
造
業、

印
刷
業
、
飲
食
業、

i
・
酒
販
売
業
、
浴
場
、
観
光
業
等
。

丙
午
丁

吉言や調乗極新
方薬妨のる的し
と害中こにい

丁丑乗がにと出意
、艮り生息はて欲
乾寅物じわ禁もに
京、にがぬ物調燃
丙注ち支 。子え
午考 。陣順に積

吉ぜ約がこす対
方に束ちとぎ立
注はだ。ずに
T壬意竪が交平注
、子 のく信際常意

庚焚こ守用は心し
商、 とれ第拡で 、
辛丙 。。一大進力
午 かにしむみ

吉れれきのも何
方るががゆ実事
なちちる行に
庚。だ 。みは自
！日辛障が雑か慎信
行本務ら重が
工分に失に持
＇＊を追敗 。て
‘。忘わ起気て

吉をな利タる干
方守姿己イ盛腕
り勢的ミ速を
な謙がにン月大
し虚大なグだい
に切らががに
い 。ず肝進振
け忠公心退る
。告正 。はえ

吉 もが面的運前
方節言は行気月
ェ度薬明動だに
宇をにるはが絞
政忘注〈 禁猛い
宍れ意発物進て
丙るし展 。や好
午な何す交衝調
丁 。~る際動な

吉の極改きる新
方他力善が月し
乗円なちだい
壬りi前どt：が発
焚物をに~、想！
に図力支順の
i生れ を ~ilf，司芽
意 。入濯を生
。それ町欠え

吉を争絞気プセ
方号｜いつをレン
〈事た多 ｜ス
な♂は前くをを
し区選進せ発働
円けがず揮か
工ぬ肝目せせ
去と心襟よ頒
，。後 。を 。脳

吉大をなに窓：努
方は守事先がカ
不れは立役が
庚可 。一つ立空
酉£交切事た転
辛早際避やぬし
~面け不時た
去の本な 。り
号拡分れ人善

吉器本よ全け新
方系務 。のる企
統を雑前こ画
庚に怠：事進とよ
酉注る多態がり
辛意な発勢肝実
せ 。しを心力
よi肖て固でを
。化 もめ万つ

吉守良となる大
方れいム 。時い
。協ダ事だに
丙車力骨のがや
午に者に選甘る
丁注の終択言気
意忠わをにの
。言る誤乗起
を 。るるき

吉かにこにに急
方ぜなと走事が
、る 。りをず

丁壬 胸と好義進あ‘
、子 部支調理めわ
庚焚に隊でをよて
酉、注あも忘 。ず
辛丙意り多れ利地
午 。。情ぬ益道

吉疲進で多に目
方労よ本〈心標
はり務てをを
庚！日身をも移立
酉病辺尽7 すて
辛ををくイ なた
招甲せべ。ら
くそ？ 。｜雑他
。合前ス用事



昭
和
六
十
四
年
己
巳

当

歳

昭

和

五

十

五

年

庚

申

九

歳

昭
利
四
十
六
年
辛
哀
十
八
歳

昭
和
三
十
七
年
壬
一
山

二
十
七
歳

昭
和
二
十
八
年
奨
巳

三
十
六
歳

昭
和
十
九
年
甲
申
四
十
五
議

昭

和

十

年

乙

京

五
十
四
歳

昭

和

元

年

丙

斑

六
十
三
歳

大

正

六

年

丁

巳

七

十

二
歳

明
治
四
十

一
年
戊
申
八
十

一
議

明
治
三
十
二
年

己

主

九

十

議

O
吉
方

壬
子
焚

甲
卯
乙

O
昨
年
に
続
い
て
運
気
順
調
な
気
が
す
る
年
で
す
が
、
本

年
は
好
調
に
進
展
す
る
反
而
、
思
わ
ぬ
期
待
外
れ
が
あ
る

年
と
い
え
ま
す
。
軽
率
に
自
己
過
信
し
て
不
な
れ
な
事
や

大
事
に
手
を
出
す
の
は
避
け
、
自
分
の
ペ

l
ス
を
守
り
、

手
堅
く
進
む
事
で
す
。
責
任
を
負
う
と
か
重
荷
を
担
う
よ

う
な
事
が
起
き
た
り
、
雑
事
多
く
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
あ
な
た
の
評
価
を
決
め

か
ね
ま
せ
ん
。
一
方
旧
事
が
復
活
し
新
た
に
対
人
関
係
が

展
開
す
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
が
節
度
を
守
り
慎
重
に
す
る

こ
と
で
平
同
胞
を
得
ら
れ
ま
す
。
脳
の
降
客
．
消
化
器
の
疾

病
、
持
病
再
発
に
注
意
。
建
築
、
建
背
晶
、
開
業
等
は
不
可
。

九
紫
二
黒
八
白
一
白

七
赤

i
－
農
業
、

不
動
産
業
、

建
ぷ
土
木

明

…
業
、
陶
榊
臨
器
業
、
骨
董
業
、
慈

E
…
普
事
業
、
大
衆
食
堂
、
大
衆
向

i
一
戦
業
、
婦
人
期
日
聞
や
洋
品
店
等
。

未丙
坤午
申丁

（二黒土星）
の相性

吉大
τt 

五
賞

白

吉をのの退る好
方整飛諜はが調
丙壬え躍題禁何な
午子るのを物事進
T焚こた片。も気
、、とめづ昨急に
:Jl:がにけ年激恵
坤艮ま身今かなま
申実司辺後ら進れ

吉事ずこ万を積
方 。、と事も極
笹子。七つ的

乙壬れ堅好骨て気
、子 I；！（調に蓮分
丙爽残進に止進で
午、すめ油どし
丁甲なば断めて自
卯。解せるも信

吉よ大自行好心
方ぷき己量］翻身
立な中的な共
甲杜立心に速に
卯疲場的出気i舌
乙性でにてに気
に進なよ乗が
4エ退らいっ満
：宅せずがてち

吉を~得社マ快
方守をる交イ適
れ↑真と函ぺな
よ了 。みこは l；速
i自し飲ろ明ス気
化食大るをに
警はだけ昂甘
~節がれ1 え
ち度言ば＇"iず

吉交え動速一心
方際た的気方境
面選にがでに
甲の択な起何変
卯和幸らき事化
乙をすずるもが
大号十時改生
切」分 。革ず
lミえ考衝のる

吉と目方す前i舌
方の標面れ向気
争ーにlまきが
ないつ手成に出
し事にを果才て
は進出生能明
遊めさずをる
け 。ず 。発＇；，＇
主人、多f軍弓

吉下欲平月ゃな
方半を常。錯れ
身出心強覚た
なにすで気等事
し：要主事に生に
i主1f.11.：.出じも
意失当るや手
。多たよす違
」'1りいい

吉ゃれがは人新
方忠る起禁に事
告なき物先に
丙が。る 。立子
午役賢が何つを
丁に者誠かて出
立の怠とのし
つ指を雑突た
。示忘事進り

吉遊子敏す力気
方けに速べ発分
壬よ余にき簿一
。る取事で新
子乗事りはきし
宍之、掛延る大
丙浮新かば月い
午害事れき 。に
T＇＇：。は。ずな I舌

吉い図せ大月順
方月れず事だ調
壬 。ば悶はがに
子か交園遊無進
世ぜ際とけ理展
宍に耐のよなす
丙注も融 。前る
午窓明和独進好
了。るを走や運

吉い堅てじて表
方禁くもがも向
物進速ち思き
乙壬，.；め度 。わは
、子 ~ばを自ぬ順

丙奨r無落信支調
午、工事とが障に
丁甲＇！ 。しあが見
卯·~争手 つ生え

吉け方予を多干
方身が定生忙腕
辺賢外かなを
甲安明のせ月買
卯整 。事＼f。わ
乙λ過は1呈奉れ
き労断！＿iii士何
』をわJr;精力、
主選る俺神と

O
二
黒
土
星
の
運
勢

ま
ず
信
用
の
あ
る
人
と
な
れ
、
そ
の
た
め
に
貯
蓄
か
ら
始
め
よ

十
九



O
三
碧
木
星
の
運
勢

ガ
ン
パ
レ
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
ま
で
セ

ッ
セ
と
貯
蓄
し
ま
し
ょ
う

昭
和
六
十
三
年
戊
辰

一

歳

昭

和

五

十

四

年

己

未

十

議

昭
和
四
十
五
年
庚
成
十
九
歳

昭
和
三
十
六
年
辛
丑

二
十
八
歳

昭
和
二
十
七
年
壬
辰

三
十
七
歳

昭
和
十
八
年
焚
未
四
十
六
議

昭

和

九

年

甲

成

五
十
五
歳

大
正
十
四
年
乙
丑

六
十
四
歳

大

正

五

年

丙

辰

七

十

三
議

明
治
四
十
年
丁
未
八
十
二
歳

明
治
三
十

一
年
戊
成
九
十

一
歳

甲
卯
乙

O
本
年
は
あ
な
た
に
と

っ
て
最
も
勢
い
の
強
い
時
で
、
努

力
次
第
で
は
大
き
な
成
果
の
上
が
る
盛
速
の
年
で
す
。
こ

れ
ま
で
蓄
積
し
練
り
上
げ
て
き
た
干
腕
力
量
を
、
勇
気
と

共
に
発
揮
す
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
未
知
の
事

や
不
な
れ
な
事
に
手
出
し
は
禁
物
で
、
あ
く
ま
で
本
命
の

標
的
の
み
を
狙
い
、
多
方
面
に
気
を
散
ら
す
と
支
障
が
起

き
期
待
外
れ
と
な
り
ま
す
。
自
己
中
心
的
に
な
り
独
走
す

る
こ
と
な
く
公
明
正
大
な
姿
勢
で
進
む
こ
と
が
肝
心
で
、

さ
ら
に
行
き
す
ぎ
を
戒
め
情
勢
に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る

知
恵
も
大
切
で
す
。
分
外
の
動
き
か
ら
過
労
、
精
神
不
安

定
、
心
臓
、
外
傷
等
に
要
注
意
で
新
築
、
開
店
等
は
吉
で
す
。

。

七
赤

ー
・
電
信
・
電
気
関
係
、
放
送
通
信

用

…
関
係
業
、
楽
器
商
、
音
楽
家
、

菌

…
作
曲
家
、
歌
手
、
司
会
者
、
噺

i
h家
、
医
師
（
外
科
系
）
探
検
家
等
。

庚
酋
辛

凹

緑

九

紫

五

黄

六

白

吉こりしぬにや
方と何が雑乗る
ぷ事ち事つ気
t申？？も。やた十
申,;i.,行堅問f孟分
？？き実題進で
乾工すきをはも
亥まぎを起思勢
＂＇；ぬ守こわい

吉忘け節を大快
方れよ度得い適
甲ず 。あるにな
本目る月i舌運卯五乙t/j上進 。動気
玄の退好しに
庚示忠を調て恵
問！？告心で成ま
辛巧をがも呆れ

吉流気物和物強
方れま質合で引
にま速を可ゃ
な素なに大国独
し直行恵切守走
に動まにゑな
従はれせ；i；ど
え i盛るよ ！，.~ は
。けが。門禁

吉配万ずをが変
方 り事他招急つ
とーのく速た
なi土歩意 。な行
し著ず見独転き
さつもり団方
が進生合はを
肝むか占破望
台気せせれむ

吉等表多月綴心
方は現戸l。極身
慎は的自的共
庚重柔に信にに
酉に軟盆i位活快
辛扱に忠乗iJiliJJ適
う 、」とでと
事文＇［なきな
。書F1りるり

吉事る勝挫に気
方は姿観折な負
禁勢しをる つ
な物が呪招とた
しぶ大状〈 何り
皐切を 。事カ
ロ 。竪情もみ
主新持勢支す
＼。規すを防ぎ

除勧
E

例
市
中
に
も
平
常
心
で
対
一
迷
気
活
発
に
進
展
す
る
一

今
月
も
好
調
な
月
だ
が
一
千
＋
寸
腕
を
買
わ
れ
て
依
頼
一
気
力
活
発
と
な
り
桜
健
一
多
事
多
忙
の
中
に
も
喜

応
す
べ
き
月
。
雑
事
多
一
月
で
、
計
画
事
は
実
行
一
勢
い
に
乗
っ
て
の
位
進

一
事
が
起
き
た
り
世
話
事
一
的
に
進
み
成
果
あ
り
。

一
ぴ
事
生
ず
る
月
。
好
調

発
し
が
ち
だ
が
人
に
先
一
に
移
し
て
よ
い
。
干
に
一
は
不
意
に
支
障
を
生
ず
。
一
生
じ
が
ち
。
順
調
に
進
一
利
己
的
に
な
ら
ず
公
事
一
に
甘
え
進
み
す
ぎ
は
脱

立
つ
事
や
大
事
は
避
け
一
余
る
事
に
挑
ん
だ
り
協
同
一
状
勢
に
応
じ
た
柔
軟
な
一
む

一
方
で
恩
わ
ぬ
雑
事
一
に
力
を
注
げ
ば
目
上
の

一
線
の
も
と
。
人
間
関
係

身
辺
の
強
化
を
図
る
方
一
動
的
前
進
は
禁
物
。
言
一

進
退
が
肝
心
。
取
引
は
一
も
あ
り
、
過
激
な
言
動
は
一
引
立
て
や
有
利
な
評
価

一
で
は
言
葉
を
慎
重
に
。

が
賢
明
。
ロ
腸
に
注
意
。
一
葉
と
乗
り
物
に
注
意
。

一

有
利
だ
が
節
度
も
大
切
。
一
恨
む
事
バ
旧
病
に
注
意
。
一
を
得
。
乗
り
物
注
意
。
一
支
出
を
制
し
蓄
積
図
れ
。

吉
方

甲

卯

乙

一

吉
方

な

し

一

吉
方

な
し

一
吉
方

な

し

一

吉
方

甲
卯
乙
、
庚
円
辛
一

吉
方

な
し



昭
和
大
寸
二
年
丁
卯

二

歳

昭
和
五
十
三
年
戊
午

4
一
議

昭
和
四
十
四
年
己
酉

二

十

議

昭
和
三
十
五
年
庚
子

二
十
九
歳

昭
和
二
十
六
年
辛
卯

三
十
八
歳

昭

和

＋

七

年

壬

午

凹
4
七
歳

昭
和

八

年

焚
酉

五

4
六
畿

大
正
十

三

年
甲
子

大

寸

五
歳

大

正

四

年

乙

卯

七

寸

四

歳

明
治
コ
一十
九
年
丙
午

八
十
三
議

明
治
＝一

十

年

丁

酉

九

十
二
歳

亥丙壬辰
午子紫
丁焚巳

O
好
調
な
昨
年
の
運
気
に
引
き
続
き
、
本
年
も
快
適
な
年

と
な
る
で
し
ょ
う
。
何
事
に
も
気
負
っ
た
り
勢
い
づ
い
て

力
ん
だ
姿
勢
は
禁
物
で
か
え
っ
て
不
利
な
結
果
を
招
き
ま
す
。

時
の
流
れ
、
環
境
に
従
っ
て
行
く
こ
と
こ
そ
最
も
賢
明
で

あ
り
成
果
の
あ
が
る
行
き
方
で
す
。
経
済
面
も
順
調
で
す

が
支
出
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
人
間
関
係

も
快
調
で
豊
か
に
な
り
ま
す
が
先
方
の
べ

l
ス
に
乗
り
本

分
を
忘
れ
ぬ
こ
と
で
、
善
意
で
言
っ
た
こ
と
が
誤
解
さ
れ

た
り
問
題
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
他
人
事
に
は
介
入
せ

ぬ
こ
と
で
す
。
か
ぜ
、
気
管
支
、
咽
喉
、
口
腔
疾
患
、
泌
尿
器

等
に
注
意
。
開
業
、
建
築
、
交
渉
率
、
結
婚
等
は
士口で
す。

未丑戊
I申良乾
申寅

庚甲
酉卯
辛乙

（四緑木星）
の相性

凶吉大
吉

五四
賞緑

六九
白紫

七
赤

適職

版版業紡
完売、綴
業、民業
、観芸

そ光品木
Ii・ ・材
店旅細版
、行工売

大業物業
工、製

等外造速
。交・送

年
頭
か
ら
運
気
活
発
と
一
明
る
く
快
調
な
月
だ
が
一
頭
を
切
り
替
え
最
善
の
一

今
月
は
行
動
的
に
出
る
一
期
待
を
持
っ
た
り
自
己
一
連
気
は
上
向
く
が
大
き

な
り
、
何
事
に
も
積
極
一
衝
動
的
に
進
む
の
は
禁
一
策
を
取
る
こ
と
。
欠
陥
一
よ
り
知
恵
で
勝
負
す
る
一
過
信
は
禁
物
。
行
き
す
一
く
動
く
時
で
は
な
い
。

的
と
な
る
が
目
標
の
選
一
物
。
社
交
蘭
も
進
展
す
一
を
取
り
除
き
能
率
の
向
一
と
き
で
迷
わ
ず
標
的
を
一
ぎ
た
一言
動
を
慎
み
節
度
一
身
辺
に
も
維
事
多
発
し

択
が
肝
心
。
大
事
に
は
一
る
が
拡
大
し
す
ぎ
に
注
一
上
を
図
れ
。
何
事
も
急
一
絞
っ
て
進
め
。
不
な
れ
一
あ
る
進
退
が
大
切
。
新
一
が
ち
だ
が
本
務
を
怠
ら

目
上
の
忠
告
宇
生
か
せ
。
一
意
。
と
く
に
支
出
を
慎
一
ぐ
こ
と
は
失
敗
を
招
く
。
一
な
行
き
方
は
思
わ
ぬ
支
一
事
、
大
事
は
好
機
を
待
一
ぬ
こ
と
。
独
断
は
せ
ず

乗
り
物
に
要
注
意
。
一
重
に
。
過
食
は
禁
物
。
一
羽
撲
、
転
倒
に
注
意
。
一
陣
あ
り
。
文
書
に
注
意
。
一
て
。
体
調
低
下
に
注
意
。
一
目
上
の
助
言
を
生
か
せ
。

吉
方

坤

申

一

吉
田
方

辰
紫
巳
、
成
乾
一

吉
方

辰

巽

巳

一

吉
方

乾

一

吉
方

成

乾

一

吉
方

な
し

吉あ他て予な前
方 り事よ定り進
ぷにいの行へ
な合心が計重IJの
し，；：＿移行画的気
？？すきはと力
工とす実なf活
去支ぎ行告発
，。降やしfj,と

吉多肝持も動挑
方 し心ち成的戦
.iw。節らに的
信度ずなに化し帆頼あ 。るな
住得る平とつ
にれ対常成た
~ば応心るり
，。利がを事衝

吉切め事安は順
方 。、再定禁調

持柔燃せ物に
な病軟しず。速
し等なが、とん
に対ち雑かで
i主応。事くも
意が心や運j由
。大静旧気断

吉指がにが力万
方示肝なるに事
を心ら月応、好
な守 。ず 。じ調
しれ良公自てに
Iiい正己成進
順目な中果展
調上姿心がし
。の勢的あ努

吉る葉社石ぴ運
方なに交守の気
ぷi主面りあ明
辰~意も脱るる
巽会し順線月く
！守誤調をだ何I
E主王解だ揮がか
乾雲さがワ、と
号れ言Ji,定喜

吉身分招急換気
方辺外〈激の分
のに 。会気ー
辰整手雑行 も新
奨理を事動生し
巳が出もはずで
大き多支る方
切ずい障が向
。、がを 、事長

O
四
緑
木
星
の
運
勢

人
生
航
路
も
貯
蓄
で
安
泰



O
五
黄
土
星
の
運
勢

ま
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ

昭
和
六
十

一
年
丙
両

三

越

昭
和
五
十
二
年

丁

巳

十

二

歳

昭
和
四
十
三
年
戊
申

二
十

一
歳

昭
和
＝
一十
四
年
己
主

三

十

歳

昭
和
二
十
五
年
庚
寅

三
十
九
歳

昭
和
十

六

年
辛
巳
四
十
八
最

昭

和

七

年

壬
申

五
十
七
歳

大
正
十

二

年
奨
京
六
十
六
歳

大
正

コ
一
年
甲
山
由
七
十
五
歳

明
治
＝
一十
八
年
乙
巳
八
十
四
歳

明
治
二
十
九
年
丙
申
九
十
三
歳

O
吉
方

快
適
な
運
気
に
恵
ま
れ
一
新
し
い
思
い
つ
き
が
あ
一

大
い
に
積
極
的
に
出
が
一

っ
た
り
変
化
を
求
め
た
一

ち
だ
が
、
ブ
レ
ー
キ
・
が
一
り
し
が
ち
だ
が
、
利
欲
一

大
切
。
交
際
が
過
ぎ
て
一
本
位
で
は
支
障
あ
り
。

一

本
分
を
忘
れ
が
ち
。
失
一
独
断
に
な
ら
ず
周
囲
と
一

言
や
政
言
に
注
意
。

一
の
調
和
を
大
切
に
。

一

吉
方

壬
子
美
、
丑
艮
寅
、
一

吉
方

壬
子
突
、
甲
卯
一

戸
庇
張
問
F
H
百円
ι’Ts
．抽吋
由
守一

7
】、
百
円
介
γ
T
J

一

壬
子
美

甲
卯
乙

O
本
年
は
い
わ
ば
分
か
れ
道
に
さ
し
か
か

っ
た
時
で
、
何

事
も
進
退
に
当
た

っ
て
は
慎
重
な
選
択
が
大
切
で
す
。
自

分
好
み
や
思
い
つ
き
で
動
く
こ
と
は
、
後
に
な
っ
て
悔
い

を
味
わ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
道
を
振
り
返

り
自
己
反
省
を
し
、
新
た
な
方
針
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。

頑
固
に
な

っ
た
り
独
善
的
に
な
る
と
、
親
し
い
人
を
失
う

と
か
孤
立
無
援
の
立
場
に
立
ち
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も
周
囲

の
人
た
ち
と
の
円
満
な
接
触
を
心
が
け
る
べ
き
で
、
こ
と

に
利
欲
に
傾
く
こ
と
は
信
頼
を
失
う
こ
と
に
な
り
今
後
の

発
展
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
脳
出
血
、
心
臓
、
消
化
器
、
打

撲
、
外
傷
等
に
注
意
。
改
築
、
改
装
．
設
備
投
資
、
転
職
は
吉。

丙
午
丁

一
息
川町

大
吉

一
土
目

吉

未
坤
申

一
賞
キ
五
の（
 

七
赤

適職

俳隣教政

優士育治
家家

解裁
体干~J 哲官
業官学公
、者変
革年青I]
儀務評宗
社官論教
等 、家家

五
黄

白

心
身
共
に
明
る
く
、
前
一
何
事
に
も
支
障
や
妨
害
一
運
気
は
底
を
脱
し
た
が

一
一
躍
し
て
活
発
な
運
気

進
的
と
な
る
が
落
ち
着
一
が
生
じ
が
ち
。
無
理
な
一
油
断
禁
物
。
性
急
に
事
一
が
展
開
。
積
極
的
、
行

き
を
失
わ
ぬ
こ
と
。
あ
一
前
進
は
逆
効
果
。
状
況
一
を
始
め
た
り
大
事
の
着

一
動
的
と
な
る
月
。
人
間

れ
こ
れ
と
気
が
多
く
な
一
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
一
干
は
控
え
て
無
事
。
雑
一
関
係
の
円
満
を
図
り
独

る
が
焦
点
を
絞
り
冷
静
一
し
無
理
は
し
な
い
こ
と
二
事
も
多
い
が
本
分
を
忘
一

善
を
避
け
よ
。
何
事
も

に
進
退
し
て
い
れ
ば
吉
。
一
飲
食
函
に
も
要
注
意
。

一
れ
る
な
。
過
労
に
注
意
。
一
行
き
す
ぎ
は
支
隊
あ
り
。

吉
方

甲

卯

乙

一

吉
方

甲

卯

乙

一

吉
方

甲
卯
乙

一

吉
方

丙
午
丁

順
調
に
乗
じ
て
分
外
の
一
息
わ
ぬ
士
口
事
が
あ
る
反
一

猛
進
は
慎
む
こ
と
。
情
一
両
不
意
の
障
害
、
損
失
一

報
を
活
用
し
巧
み
に
進
一
あ
り
が
ち
。
ち
密
な
気
一

め
ば
成
果
も
あ
る
。
良
一
配
り
忘
れ
ず
小
事
を
軽
一

い
交
際
か
ら
好
機
を
得
一
視
す
る
な
。
争
い
事
は
一

ら
れ
る
。
か
ぜ
に
注
意
。
一
厳
禁
。
乗
り
物
に
注
意
。
一

吉
方

壬

子

焚

一

吉
方

丙

午

丁

一

吉 力欲言好に標
方 の求動調力的
姿を I~ に量に

丙壬勢制導乗を向
午子がし効っ発か
丁英吉公果た揮つ
ーを事を過せて
T招に生度よ大
王〈。尽てな 。い

吉慎面もの快前
方重もか刻J調月
壬lこ広さあ 。の
。がみる経余
子飲
るが時済勢焚食，ーがちだ面で

丙Z表 。がも運
午主現社支努気
T ＇＂~は交出力は

吉 がのは自境発
方賢忠後己地想
明告退満をの
乙壬 。をの足開転
、子 外生もや拓換

丙突脅かと自すを
午、いす 。信べ図
T甲注こ目過きり
出竜と上剰月新

吉も争他ちの運
方 といの 。た気
J事誘目めは
甲会はい標実明
卯仕成に－11る
乙；.；；来乗本分い
~をるに散が
主失な絞し多
•＂＇；う 。 りが忙



昭
和
六

十

年

乙

丑

四

歳

昭
和
瓦
十

一
年

丙

民

十

三

歳

昭
和
四
十
二
年
丁
未

ニ
4
二
議

昭
和
三
十
三
年
戊
度

三
十

一
歳

昭
初
二
十

四

年

己

丑

凹

十

歳

昭
和
十
五
年
炭
辰
凹
十
九
歳

昭

和

六

年

辛

未

五

十

八

歳

大
正
サ

一
年
壬
成
六
十
七
歳

大
正

二

年
焚
丑
七
十
六
歳

明
治
三
十
七
年
甲
民

八
十
五
歳

明
治
二
十
八
年
乙
未
九
十
四
歳

O
本
年
は
何
事
に
も
自
分
の
干
腕
力
誌
を
最
高
度
に
発
嫁

で
き
る
年
と
い
え
ま
す
。
持
て
る
才
能
を
十
二
分
に
生
か

し
目
標
に
自
信
を
も
っ
て
前
進
す
べ
き
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
周
囲
の
注
視
を
浴
ぴ
る
時
で
、
安
易
な
行
き
方
や
手
違

い
等
は
そ
の
ま
ま
評
価
さ
れ
ま
す
。
好
調
な
だ
け
に
視
野

が
広
が
り
行
動
半
径
も
広
が
り
ま
す
が
、
拡
大
の
し
す
ぎ

は
禁
物
で
、
交
際
面
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
表
現
に
よ
る

問
題
が
起
き
や
す
い
時
で
す
。
文
書
、
契
約
事
は
慎
重
に

対
応
し
な
い
と
、
後
半
か
ら
運
気
渋
滞
の
兆
し
が
あ
り
ま

す
。
行
き
す
ぎ
を
戒
め
、
目
、
心
臓
、
神
経
性
疾
患
、
高
血
圧

等
に
注
意
。
削
店
、
開
業
、
P
R等
は
士口。
火
気
に
用
心
。

二
里
山
五
賞

一
臼

六
白

三
碧

四

緑

丑
艮
ん到

来
坤
申

l
L
R公
夜
、
政
治
家
、
法
作
家
、

現
…
思
想
家
、
武
金
属
業
、
航
空
業、

菌

…
証
券
取
引
業
、
鑑
定
業
、
運
動

i
一
具
市
問
、
制
官
備
員
、
米
殺
業
等
。

吉乗社問自新年
方 り交閤己し明
物はと中いけ

巳壬に柔の心対に
‘子は和協的応ふ
丙突要が調にがさ
午、注第をな肝ゎ
丁辰意ー図らUし
巽。。処ずも、

奮をく好を前旦
方得i令調拡進標
る絡で大がに

辰 fなもし始~
奨 」進急主ま r
巳臓退ぐ主る3
与がこ与がZ
E 成と』範稲
毛果なえ［羽r
吉面本流無も努
方の分れ理外力
拡をになれが
な大尽巧方が空
し（さくみ法ち回
'!I.せにを 。り
古。乗と伊Iし
多社つら事期
Lo交てずも待

吉をえきなま，］！；
方図今方行だ気
め後は動i貨や
辰るの禁や滞や
巽方飛物独~好
巳が躍で普し転
賢に腰的 。し
明簡をな急て
。えす行激も

吉て禁投目に万
方吉物入標行事
ぷでせは動i舌
辰？？周よ逃的気
奨.;L園 。がにづ
巳？？と独さない
工融善ずるて
＊合的全月大e。しは力 。い

吉るく節何渉好
方 。と度事事連
遺J思がもは月
な失わ大締有で
し物ぬ切め利経
に結で4に済
j主呆気〈運而
窓とをりぷや
。な抜や 。交

自
己
過
信
か
ら
位
進
し
一
持
て
る
力
量
を
フ
ル
に

一
引
き
続
き
運
気
好
調
に
一
内
部
を
見
直
し
て
自
己
一
心
身
共
に
充
実
感
に
満

一
新
事
や
大
事
に
は
触
れ

が
ち
だ
が
性
急
は
失
敗
一
生
か
せ
ば
成
果
あ
る
月
。
一
運
ぶ
が
、
諸
事

一
気
に
一
反
省
し
新
手
法
を
用
い
一
ち
大
い
に
干
腕
発
揮
せ

一
ぬ
こ
と
。
雑
務
多
い
が

を
招
く
。
意
外
な
雑
事
、
一
近
道
よ
り
正
道
を
歩
む
一
決
め
る
行
き
方
は
禁
物
。
一
効
あ
る
月
。
自
信
の
な
一
ょ
。
多
方
面
に
気
を
散
一
あ
く
ま
で
本
分
を
守
り

世
話
事
も
起
き
が
ち
だ
一
姿
勢
が
大
切
で
利
欲
よ
一
順
調
な
ほ
ど
冷
静
な
対
一
い
事
は
見
送
り
盲
動
す
一
ら
さ
ず
焦
点
を
絞
れ
。

一
動
揺
す
る
な
。

和
合
を

が
本
分
は
あ
く
ま
で
守
一
り
信
義
を
重
ん
じ
る
方
一
応
が
肝
心
。
社
交
面
は
一
る
な
。
人
間
関
係
の
和
一
早
合
点
や
過
度
の
競
争
一
大
切
に
す
る
こ
と
で
有

れ
。
外
出
時
に
注
意
。

一
が
有
利
で
吉
慶
を
招
く
。
一
一
明
る
い
が
言
葉
に
注
意
。
一
を
図
り
結
束
を
固
め
よ
。
一
は
禁
物
。
心
臓
に
注
意
。
一
終
の
美
を
全
う
で
き
る
。

吉
方

な

し

一

吉
方

な
し
t

一
吉
方

な

し

一

吉
方

巽

巳

一

吉
方

辰

繁

一

吉
方

な
し

O
六
白
金
星
の
運
勢

勤
勉
と
貯
金
の
道
か
ら
行
く
の
が
も

っ
と
も
安
全



O
七
赤
金
星
の
運
勢

人
生
の
旅
は
貯
金
の
地
図
を
た
よ
り
に

昭

和

五

十

九

年

甲

子

五

歳

昭

和

五

十

年

乙

卯

十

四

歳

昭
和
四

4
一
年
丙
午

二
十
三
歳

昭
和
三
十
二
年
丁
酉

三
十
二
歳

昭
和
二
十
三
年
戊
子
四
十

一
歳

昭
和
十

四

年

己
卯

五

十

歳

昭

和

五

年

庚

午

五
十
九
歳

大

正

十

年

辛

酉

六
十
八
議

大

正

元

年

壬

子

七

十

七

歳

明
治
三
十
六
年
奨
卯

八
十
六
歳

明
治
二
十
七
年
甲
午
九
十
五
歳

丑
艮
寅

未
坤
申

O
い
か
に
自
信
と
力
量
の
裏
づ
け
が
あ
ろ
う
と
、
本
年
は

何
事
に
も
急
進
し
た
り
体
当
た
り
す
る
よ
う
な
行
き
方
は

挫
折
を
招
く
衰
運
年
で
す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
飛
躍
を
し

た
く
な
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
手
控
え
る
べ
き
で
無
理

な
前
進
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
人
関
係
も
誤
解
や
背
反
が
起
き
や
す
く
、
甘
言
や
ム
ダ

な
誘
い
は
避
け
る
べ
き
で
す
。
経
済
面
も
用
心
が
第

一
で

情
報
に
躍
る
と
煩
失
を
招
く
で
し
ょ
う
。
本
年
は
自
己
啓

発
や
才
能
の
進
展
に
努
力
す
る
と
成
果
が
上
が
り
ま
す
。

過
労
、
持
病
の
悪
化
、消
化
器
、
下
半
身
の
疾
病
．
か
ぜ
の
余

病
に
注
意
。
建
築
、
閉
店
、
開
業
等
す
べ
て
延
期
が
よ
い
。

二
黒

五

黄

ア
日
六
白

三
碧

四
緑

四

適職

歯家芸教
科 一家授
医般
、開講
万芸士il¥i
剣能、家

業 人司
ゐ；、会弁
~外者護
：；科、士

~医芸
可 、祢T武

吉神発好行ラ年
方経言調にン頭
丑のはなは続か
目波支時節出ら
~労障で度と鼠
宍にのもがな冴
辰i主も派大るえ
奨意と手切が新
巳 。。な。実プ

吉は新とて通運
方控しな直り気
えいり進進時
辰現交J員すま転
巽状際失れぬし
巳を、をば月万
間取招逆 。事
伶引く効あ恩
Jo等。果えい

吉け雑発半が遠
方飛事に径焦気
躍は励をり冴
なに要む広はえ
し備領方げ禁ず
えよがず物モ
をく賢自 。タ
T片明己行つ
九つ’。啓動く

吉な独進を格運
方 。普展奏ぴ気
乗かにす果ー
辰りら全る敢転
巽物争力月なし
巳にいを。行
i主をi主本動i舌
意招げ命が気
。く。の事}Jを

吉i舌生たれいな
方用じ行ば臨れ
すがき成機た
なるち方果応子
し方 。であ変段
が社はりに方
有交支 。行法
利菌防変動を
。をを っす用

吉分わををてをt
方外れ崩忘も負
事本すれ後う
辰の分なず悪と
巽着乱 。冷い、
巳子れ雑静 。始
はが務な平め
笠ちに姿常良
旬 。退勢心く

吉第｜削不るに窓
方一関意 。行欲
に係に節動的
なしの支度しと
しτ円障をてな
」滑生忘成り
i和ずれ果積
書合。るを極
でを人と得的

吉言経なのな自
方 、済妥言対信
欣師協に応過
な言はは乗が剰
しは有後つ肝を
t真利侮た心仰
をだ？りだえ
＇；－が E無が謙
乞失、恩人虚

吉今し滞J'Li舌こ
方後いしにをれ
の 。諸甘入ま
な進独事えれで
し展善にるての
をや収と進や
妨頑機運めり
げ固は気 。方
売は乏渋平に

吉をがずか発状
方乱大 。せ揮勢
し切何ぱせに
奨、で事怠よ合
九Iビ介、も外 。わ
-'t.軽落なセせ
よも＊ち成ンて
？？は着果ス力
、和き生生量

吉1寺言をりの期
方てで補も時待
ぷ動う現 。外

辰~か方状ツれ
奨？！？ずがのキの
辺、賢不を多
j主好明足望い
持機 。不む衰
唱。を甘i騎よ運

吉け身は世が大
方よ辺断話鎖小
ぷをわ事発き
な~閏るやすま
し込め方予るぎ
副主体が定多ま
まカ無外忙な
工を事の月雑
＇＂；，っ 。事 。司王



昭
和
五
十
八
年
奨
京
六

歳

昭
和
四
サ
九
年
甲
両
十
五
歳

昭
和
四
十
年
乙
巳

二
十
四
歳

昭
和
三
十

一
年
丙
申

三
十
三
議

昭
和
二
十
二
年
丁
室
四
十
二
議

昭
和
十

三

年
戊
斑
五
十

一
議

昭

和

四

年

己

巳

六

十

歳

大

正

九

年

度

申

六
十
九
議

明
治
四
十
四
年
辛
哀
七
十
八
歳

明
治
三
十
五
司
壬
高
八
十
七
議

明
治
二
十
六
年
焚
巳
九
十
六
歳

O
吉
方

壬
子
焚

oda速の
年
を
脱
し
た
も
の
の
、
ま
だ
好
調
に
進
展
す
る

年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
性
急
に
成

果
を
狙
う
よ
う
な
姿
勢
は
決
し
て
取
る
べ
き
で
な
く
、
時

に
は
大
き
な
挫
折
と
な
り
ま
す
。
自
信
を
持

っ
て
い
る
事

も
実
行
に
移
す
よ
り
プ
ラ
ン
を

一
層
練
り
上
げ
る
行
き
方

が
賢
明
と
い
え
ま
す
。
そ
の
れ
が
な
く
て
も
雑
事
が
多
発

し
ま
す
が
そ
の
た
め
に
本
分
を
軽
視
し
た
り
本
筋
を
外
れ

る
事
の
な
い
よ
う
す
べ
き
で
す
。
本
年
は
腰
を
す
え
心
身

両
面
の
強
化
に
努
め
来
年
の
飛
躍
に
備
え
る
の
が
最
も
肝

心
な
こ
と
で
す
。
消
化
器
の
疾
怠
、
精
神
の
不
安
定
、
れ

出
問
、
外
傷
、
皮
ふ
病
等
に
注
意
。
新
事
は
来
年
に
回
し
て
吉
。

’u
u
、

4
ノ
d

↑
二
黒

五

黄

八
白
一
白

甲
卯
乙

未丙
t申午
申丁

（八白土星）
の相性

吉大
宮t

七
赤

白

吉 ま事のにず正
方たに口も軽H
心手車節率ム

巳丑身出に度に l
、艮強じ乗がなド
坤寅化す っ大らに
申、をるて切ずお
辰層な分。何ll'
奨旬 。外人事れ

吉閤険え陣ま状
方 とあてをだ況
のりも招飛好

乙壬協 。速く躍転
、子調独気 。やし
丙突が走一好猛て
午、肝せ転調進〈
丁甲心ずのにはる
卯 。周危見支が

吉ばす途し月i舌
方信 。でて 。気
用軽気成自あ
なを率を功信る
し失な抜すあ勢
う発け。れい
。言ば但ばの
す般し実強
れ折中行い

吉に面す内て7
方進はる部こイ
め負にのそ ・
甲れー：良問成ぺ
卯ばにい題果 l
乙工望月占はス
慢 t ＇~ を＋，を
貯 )i:経＿7J'続
司叢済婦生け

吉のもはたに白
方事生禁とな信
にじ物えれが
甲着が。l順ばあ
卯干ち忠、調支 つ
乙は 。わで降て
禁本ぬもあも
物分間j由り独
。外題断 。普

吉がる要にる万
方ちと 。 、古事
事正人気柔月雌i

丙 ~lfil 配軟だ調
午.;i.I剥りながな
丁~~f耳、が行直進
工は不動進展
~破足がせを
官官れす必ずみ

吉え節面経諸明
方よ度に済~る
4を楽面好い
壬耐守しの都姿
向車
子 島りさ喜合勢
焚2支もぴにで
... ~出あや運進
1をる交ぷめ
~抑が際 。ば

吉失るは転目気
方 うと逆換が分
；.他効を移ー
丙＇；！；＇人果考つ新
午,;i.と 。えたし
T；~の判るりて
工調断が、新
三和を性方事
λ去を誤急針に

吉本もて能知気
方命戦成は恵負
に線果惜でつ
甲集をあし勝て
乙中拡りま負進
せ大 。ずせむ
よせ好生よよ
。ず調か 。り
、でし才

吉持進控理う支
方つがえなか隊
な肝、自失生

な，： -i:，~分標望じ
し::J;nlこやして
？ヲ接合望が方
注ξつみち針
意函たは 。に
係前手無迷

吉心立孤我堅冴
方身つ立をくえ
のよの張行な

乙壬強りもっけい
、子化現とたば速
丙突に状 。り無気
午、努を人強事だ
丁甲め固に情 。が
卯主め先は自干

吉論融は的りi舌
方は和禁に越気
f毎が物なえに
ない第 。るてi前
しを一人が大ち
残 。間行い多
す対関きに忙
。立係す行を
争はぎ動乗

O
八
白
土
星
の
運
勢

た
く
わ
え
る
人
は
物
を
大
切
に
す
る
人

五



O
九
紫
火
星
の
運
勢

貯
蓄
に
よ

っ
て
悔
い
な
し

昭

和

五

十

七

年

壬

成

七

歳

昭
和
四
十
八

年

奨

丑

十

六

歳

昭
和
三
十
九
年
昭
辰

二
十
五
歳

昭
和
三

十
年
乙
未

三
十
四
歳

昭
和
二
十

一
年
丙
成
四
十
三
歳

昭
和
十

二

年
丁
丑
五
十
二
歳

昭
和

三

年
戊
辰

六

十

二
曜

大

正

八

年

己

未

七

十

議

明
治
凹
十
三
年
庚
成
七
十
九
歳

明
治
三
十
四
年
辛
丑
八
十
八
議

明
治
一
一十
五
年
壬
民
九
十
七
蔵

O
運
気
に
わ
か
に

一
転
し
て
活
気
に
満
ち
た
年
を
迎
え
ま

し
た
。
目
標
達
成
を
目
指
し
全
力
を
投
入
す
る
こ
と
に
よ

り
大
い
に
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
利
欲

に
捉
わ
れ
た
り
思
い

つ
き
で
の
位
進
は
禁
物
で
、
た
と
え

始
め
好
調
で
も
中
途
挫
折
に
終
り
ま
す
。
勢
い
に
乗
っ
て

他
事
に
介
入
し
た
り
競
争
心
を
出
し
す
ぎ
ぬ
・
」
と
で
す
。

侠
気
を
出
し
て
重
荷
を
担
っ
た
り
、
自
尊
心
の
強
さ
か
ら

思
わ
ぬ
対
立
等
も
起
き
や
す
く
、
快
調
な
時
ほ
ど
問
聞
と

の
融
和
を
心
が
け
る
べ
き
で
す
。
失
言
や
政
言
な
ど
も
十

分
戒
め
て
下
さ
い
。
神
経
の
過
労
、
目
、
心
臓
の
疾
患
、

手
足
の
外
傷
等
に
注
意
。
閉
店
、
開
業
、
建
築
等
は
吉
。

O
吉
方

．
凶
方

一ームノ、

九
紫

適職

証家学政
券 、者治
業会 、家
、言十鑑
写士定忠、
真、者氾！
家美、家
ギ術教
雲工fl着
ri~i 云~述
等閥系、画

吉え多時標画一
方基いでを作年
盤がは定りの
巳壬作次なめに大
、子りのいて良計
乾突を飛 。もいを
京、せ躍雑実時練
辰ょに用行 。る
繋 。備もの目計

吉ず出るる滑一
方 。しながり転
交す 。γごし
戊際ぎ何i令して
乾はがよ静行運
円支りさ動気
1筒陣速を的快
にを度忘と調
。生のれなに

吉な引を適る今
方話も上切月月
し好げなでも
な合調る気b快
しいだ 。配品適
がが交り三：に
肝 、渉が苅進
心柔や肱作展
。和.ljl{果叫す

吉挫切f可ぬ持行
方折で事問て重IJ
す衝も組るに
なぷ動安が月白
し＇）；；：的全生だ信
~に逐じがと
；；な転が、期
~るがち思待
匂と大。わの

吉の信入命簿才
方和やしにで知
ニ独て対き力
なそ善よしる量
し大をいて盛を
切注 。全連大
な意自力月い
略 。己を 。に
人過投本発

吉際る敗事が述
方面がを 。勢気
は支招小い引
戊慎出 くさにき
乾重も 。な釆続
にあ収油り き
行る入断す好
tt。もがぎ調
。交あ失ぬだ

吉え和をににあ
方自を招な迷れ
己忘くるうこ
な管れ。ととれ
し発ず周対き考
に、岡立 。え
努後とや利て
めにの孤己選
J:.備調立的択

吉カ努〈争中い遠
方よめ気経に気
りて負過君：上
な知冷い敏欲向
し恵静がに的き
でがちな与と
行吉だりさ：な
け 。がや含り
。体、す'1大

吉が計よ降転や
方賢画りがする
明作も生る気
な，より飛ずとが
し吃や躍るかあ
＇.／自に月忠つ
；三己備。わて
亨啓え行ぬも
乞発、動支空

吉力慎つ大考逆
方をみな事え気
練、 。をは好
成る人軽避不転
乾の脈率け可し
がをな人 。て
肝図表に新も
心め現先事甘
。気を立ゃい

吉がと 言をる縦
方何か実招月極
よく行くだ的
成リ対で 。が
乾そ日抗成大急挑
合的果言進戦
がγをせは的
第長得ず支に
つる長不障な

吉失大｜羽事き勢
方 うの係を忘い
よしは片れづ
な包す好づずい
したぎ調け凡て
詰はだよ帳も
ま成が 。商務
主巣 、人にち
·＂＇~を拡間維着



家相八万位吉凶一覧

O
家
相
八
方
位
吉
凶

一
覧

上
図
が
家
宅
や
宅
地
の
士口
凶
相
を
鑑
定
す

る
の
に
用
い
る
〈
家
相
盤
〉
で
す
。
ご
覧
に

な
る
と
お
判
り
の
よ
う
に
、
二
十
四
方
位
に

分
割
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
w
二
十
四
山
H

と

も
祢
さ
れ
て
お
リ
ま
す
。

家
相
盤
の
用
い
方
は
、
ま
ず
こ
の
図
盤
を

家
宅
の
中
央
に
あ
た
る
箇
所
に
置
き
、
舷
石

盤
を
用
い
て
東
西
南
北
の
位
置
を
正
後
に
定

め
ま
す
。
そ
し
て
図
の
線
を
ま

っ
す
ぐ
延
ば

し
て
い
っ
た
延
長
上
（
区
域
内
）
に
あ
る
事
物

と
、
図
盤
の
中
に
記
さ
れ
て
あ
る
説
明
と
比

較
対
照
し
て
吉
凶
を
鑑
定
い
た
し
ま
す
。

た
と
え
ば
北
の
正
中
（
子
の
方
位
）
に
線
を

延
ば
し
て
い

っ
て
、

も
し
も
そ
こ
に
便
所
、

流
し
な
ど
の
不
浄
所
や
不
浄
物
置
き
場
が
あ

れ
ば
、
そ
の
家
の
主
人
が
方
災
の
厄
難
を
受

け
る
と
鑑
定
い
た
し
ま
す
。
ま
た
艮
方
（
う

し
と
ら
）
に
あ
た
る
延
長
線
上
に
門
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
門
は
古
来
か
ら
病
門
と
称
さ

れ
て
、
そ
の
家
に
は
病
人
が
絶
え
な
い
と
鑑

定
い
た
し
ま
す
。

お
宅
は
ど
ん
な
で
す
か
？
こ
の
家
相
盤

で
小
子
調
べ
を
な
さ
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

七



O
神
棚
、
仏
・担
、
柱
立
て
、
厄
除
け
消
除
法

O
東
方
位
に
設
け
て
南
向
き
、
西
向
き
は
吉。

O
東
南
方
に
設
け
て
西
北
向
き
、
西
向
き
は士口。

O
南
方
位
に
設
け
て
北
向
き
は
よ
ろ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
東
向
き
に
す
る
の
が
吉
。

O
西
方
位
に
設
け
る
の
は
、
あ
ま
り
よ
ろ
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

O
西
北
方
位
に
設
け
て
南
向
き
、
東
南
向
き
、

東
向
き
は
士口。

O
北
方
位
に
設
け
て
南
向
き
、
東
向
き
は
吉。

O
西
南
方
位
、
東
北
方
位
に
設
け
る
の
は
凶
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

O
東
方
位
に
設
け
て
西
方
位
、
南
方
位
に
向
け

る
の
は
吉
。
北
向
き
は
い
け
ま
せ
ん
。

O
東
南
方
位
に
設
け
る
場
合
は
、
南
向
き
と
す

る
こ
と
で
す
。

O
南
方
位
に
設
け
る
場
合
に
は
、
北
方
位
向
き

に
限
り
ま
す
。

O
西
方
位
に
設
け
る
場
合
に
は
、
東
方
位
、
南

方
位
、
東
南
方
位
に
向
け
る
の
が
吉
。

O
西
北
方
位
に
設
け
て
南
向
き
、
東
向
き
は
士口。

O
北
方
位
に
設
け
て
南
向
き
、
西
向
き
は
士口。

O
西
南
方
位
、
東
北
方
位
に
設
け
る
の
は
凶
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

八

家
屋
を
新
築
す
る
際
は
、
ま
ず
地
相
学
上
の

吉
方
位
及
び
年
・
月
の
吉
方
を
選
ぴ
、
さ
ら
に

ま
た
左
の
日
取
り
を
選
ん
で
地
鎮
祭
並
ぴ
に
柱

立
て
を
執
り
行
な
い
ま
す
。
吉
日
と
し
て
は
、

甲
子

・
甲
寅
・
甲
辰
・
乙
未

・
乙
酋

・
戊
申
・

庚
子

・
庚
午

・
庚
戊
・

立十
卯

・
壬
子

・
壬
寅
の

日
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
寅
の
日
の
三
り
ん

ぼ
う
に
当
た
る
日
は
凶
日
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
吉
祥
に
か
な

っ
た
正
し
い
柱
立
て
の

順
序
は
左
の
と
お
り
で
す
。

※
春
は
南
か
ら
立
て
は
じ
め
て、

束
、
西
、
北

の
順
に
立
て
ま
す
。

※
夏
は
北
か
ら
立
て
は
じ
め
て、

南
、
西
、
東

の
順
に
立
て
ま
す
。

※
秋
は
東
か
ら
立
て
は
じ
め
て
、
西
、
北
、
南

の
順
に
立
て
ま
す
。

※
冬
は
西
か
ら
立
て
は
じ
め
て、

束
、
雨
、
北

の
順
に
立
て
ま
す
。

厩

棟
上
げ
に
は
、

左
の
日
が
上
士口
の
日
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

甲
子
、
甲
辰
、
甲
午、

乙
卯
、
乙
．酉
、
乙
亥、

庚
子
、
庚
辰
、
、庚
午
、
庚
戊
、
辛
丑
、

辛
亥
、

壬
申
、
突
巳
、

突
菌
、虫
丸亥、

O
蚕
は
き
立
て
の
吉
日

戊
辰

・
己
巴
・戊
午
・

丁
巳

・
甲
寅
の
日
が
よ
く
、
ま
た
暦
の
中
段
の

お
さ
ん
・
み

つ
の
日
が
大
吉。

－
蚕
は
き
立
て

の
凶
吉

庚
申

・
庚
戊
の
日
は
凶
日。

O
蚕
は

き
立
て
の
吉
方

甲

・
興

・
坤
の
方
位
（
但
し

本
命

・
的
殺
・
暗
剣
殺
・

五
黄
殺
は
除
く
）
に

向
か
い
蚕
児
の
は
き
立
て
を
す
れ
ば
大
出
且作
。

．
蚕
は
き
立
て
の
凶
方

暗
剣
殺

・
五
黄
殺
・

本
命

・
的
殺
ま
た
は
成

・
乾

・
亥
の
方
向
に
向

か
い
蚕
児
の
は
き
立
て
を
す
る
の
は
凶
。

厄
年
に
当
た
っ
た
年
は
病
難
災
難
が
多
く
、
病

気
に
か
か
る
と
重
病
長
病
に
な
り
、
不
時
の
災

臨時
、
交
通
事
故
、
難
産
流
産
、
事
業
失
敗
等
は

厄
年
に
多
い
。
厄
年
と
は
自
分
の
星
が
年
盤
方

位
図
の
中
央
、
北、

艮
・坤
に
位
置
す
る
年
で
、

昭
和
六
十
四
年
は
ニ
黒
、
五
賞
、
七
赤
、
八
自

の
星
の
人

（各
人
の
星
は
こ
の
暦
の
表
紙
裂
の

年
令
早
見
表
を
見
れ
ば
分
る
）
で
あ
る
。
こ
の

厄
を
除
く
に
は
身
代
り
星
祭
を
早
く
す
る
が
よ

く
、
不
幸
に
も
病
難
災
難
に
か
か
っ

て
か
ら
厄

年
で
あ
る
事
が
分

っ
た
ら、

〒

m川
崎
市
高
津

区
下
作
延
町
・
身
代
り
不
動
尊
大
明
主
院
（
梶
ガ

谷
駅
下
車
）
電
話
川
崎
（
刷
）
鰯
｜
八

一
一
一

番

に
参
詣
す
る
か
、
郵
便
で
姓
名、

生
年
月
日
を

明
記
し
、コ一
千
円
か
特
別
金
五
千
円
を
同
封
送

金
し
、
大
札
と
厄
除
御
守
を
受
け
る
が
よ
い
。



姓
名
の
士
口
凶
を
判
断
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ

諸
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
第

一
は
文
字
の

持
つ
意
義
で
あ

Pま
す
。
厄
と
か
死
と
い

っ
た

文
字
が
心
に
良
い
影
響
を
与
、
え
は
し
ま
せ
ん
。

第
二
に
姓
と
名
と
の
調
和
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
は
姓
の
画
数
と
、
名
の
画
数
と
の
調
和
が

あ
り
、
そ
の
上
に
姓
の
音
と
名
の
音
と
の
調
和

が
あ
り
ま
す
。

第
三
に
は
、
最
も
大
切
な
条
件
で
あ
る
字
画

数
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
総
画
数
だ
け
を
以
て
吉

凶
を
云
々
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も

大
切
な
こ
と
は
、
姓
名
全
体
が
ど
の
よ
う
な
数

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
が
姓
名
の
吉
凶
の
決
定
的
条
件
で
す
。

第
四
に
は
先
天
運
と
の
調
和
で
あ
り
ま
す
。

あ
る
画
数
が
誰
に
で
も
吉
の
作
広
を
し
た
り
、

凶
の
作
用
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

る
人
に
は
強
過
ぎ
た
り
、
あ
る
人
に
は
全
く
適

合
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
の
は
先
天
遂
と
い

う
基
準
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

同
姓
同
名
に
よ
っ
て
運
気
が
違
っ
て
く
る
の

も
、
生
年
月
日
の
先
天
運
と
名
と
の
調
和
の
状

態
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
か
ら
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
長
幼
の
序
、
た
と
え
ば
兄
が

い
る
の
に
弟
に

一
郎
と
い

っ
た
長
子
の
意
の
名

は
用
い
る
べ
き
で
な
く
、
ま
た
男
女
の
区
別
が

つ
か
な
い
よ
う
な
名
前
は
士口
作
用
を
大
き
く
減

ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
要
約
し
ま
す
と
、
姓

名
の
士
口
凶
は
数
と
音
の
調
和
と
、
先
天
運
と
の

調
和
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
で
す
。

O
姓
名
判
断
、
人
相
、
手
相
の
見
方

お
よ
そ
顔
面
に
は
三
停

・
五
厳
・
十
二
宮
の

局
部
が
あ
り
、
天
中
・
辺
地

・
山
林
に
か
け
て

骨
秀
で
肉
豊
潤
で
あ
れ
ば
志
望
成
就
す
る
の
相

で
あ
り
、
抗
や
血
色
悪
け
れ
ば
災
厄
を
招
く。

天
庭
・
司
空

・
中
正
か
ら
日
角
・
駅
馬
・福
堂
・

交
友
一

帯
が
肉
豊
か
に
血
色
良
け
れ
ば
幸
福
の

時
で
、
血
色
悪
き
時
は
健
康
に
要
注
意
。
印
堂
・

山
根
・
年
上
・
寿
上
・
準
頭
に
庇
が
あ
る
か
血

色
が
悪
い
時
は
不
運
で
も
あ
り
病
弱
で
も
あ
る

か
ら
養
生
が
大
切
。
臥
昨
蚕
・
回
宅
に
抗
黒
子
が

あ
れ
ば
家
庭
不
安
定
で
、
こ
こ
が
ふ

っ
く
ら
と

肉
整
っ
て
お
れ
ば
幸
福
。
肝
門
・
魚
尾
に
美
色

現
わ
れ
た
時
は
心
操
に
乱
れ
生
じ
、
人
中
に
抗

黒
子
あ
る
の
は
子
孫
な
く
、
承
紫
・

地
閣
が
豊

満
の
人
は
幸
運
の
相
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

小
指
の
下
部
か
ら
中
指
、
人
差
指
の
聞
に
向

か
っ
て
走
っ
て
い
る
湾
曲
の
横
紋
を
天
紋
と
い

い
、
こ
の
紋
が
整
然
と
乱
れ
な
く
明
ら
か
な
の

は
職
業
、
営
業
に
成
功
す
る
相
で
す
。
親
指
、

人
差
指
の
間
か
ら
発
し
て
腕
の
方
に
走
り
‘
親

指
の
根
本
に
達
す
る
紋
を
地
紋
と
い
い
、
寿
命

が
長
い
人
は
こ
の
紋
が
長
く
、

短
い
人
は
短
命

の
相
で
す
。
地
紋
か
ら
別
れ
て
天
紋
と
地
紋
の

聞
を
長
く
走
る
の
を
人
紋
と
い
い
、
こ
の
紋
の

先
端
が
小
指
の
方
に
上
向
い
て
い
る
人
は
感
情

豊
か
で
常
識
円
満
、
身
上
安
定
の
相
で
す
。
人

紋
の
先
端
が
下
向
き
に
流
れ
て
い
る
人
は
精
神

安
定
を
欠
き
、
常
に
不
安
で
あ
り
、
運
命
変
化
の

多
い
人
で
す
。
な
お
掌
の
中
央
部
の
明
堂
が
紅

潤
色
を
し
て
い
る
の
は
吉
相
で
、
青
色
、
暗
色
が

た
だ
よ

っ
て
い
る
の
は
凶
相
と
判
断
し
ま
す
。

九



O
夢
判
断
、
潮
汐
満
干
時
刻
、
種
ま
き

O
朝
日
の
出
る
夢
見
れ
ば
大
い
に
立
身
出
世
す

O
天
に
昇
る
夢
見
れ
ば
物
事
大
い
に
成
功
す

－
月
日
落
ち
る
夢
を
見
れ
ば
父
母
を
う
し
な
う

・
天
か
ら
落
ち
る
か
、
天
地
暗
黒
と
な
る
は
凶

O
夜
が
明
け
る
夢
を
見
る
と
病
人
快
復
す
る

－
高
貴
の
人
と
す
わ
る
夢
は
憂
い
ご
と
・
あ
り

O
雪
降
る
夢
は
終
日
喜
び
事
あ
り
て
よ
ろ
し

－
歯
が
抜
け
落
ち
る
夢
は
親
戚
に
不
吉
事
あ
り

O
富
に
う
た
れ
る
夢
を
見
る
と
大
い
に
よ
ろ
し

・
雨
に
濡
れ
る
夢
は
憂
い
事
生
じ
て
わ
る
し

O
水
が
み
な
ぎ
る
夢
を
見
る
と
縁
談
と
と
の
う

・
父
母
と
離
別
す
る
夢
は
必
ず
風
波
あ
り
て
凶

・
夫
婦
で
飲
食
す
る
夢
は
離
別
騒
ぎ
が
生
ず

O
髪
し
ら
が
と
な
る
夢
は
慶
ぴ
事
あ
り
て
吉

－
髪
抜
け
落
ち
る
夢
は
子
に
崇
り
事
あ
り
て
凶

O
船
に
乗
り
海
を
渡
る
夢
は
よ
ろ
づ
よ
ろ
し

O
山
登
り
す
る
夢
を
見
る
と
果
報
ご
と
あ
り

・
汗
を
か
く
夢
を
見
れ
ば
大
い
に
わ
る
し

O
玉
を
得
る
夢
を
見
れ
ば
よ
き
子
宝
を
授
か
る

・
鏡
わ
れ
る
夢
を
見
る
は
大
い
に
わ
る
し

－
座
敷
に
草
木
生
、
だ
る
夢
は
大
い
に
わ
る
し

O
葬
儀
の
列
に
出
会
う
夢
は
厄
除
け
に
て
士
口

・
死
人
生
き
返
る
夢
は
災
禍
事
の
あ
る
前
兆

・
人
集
ま
る
夢
を
見
る
と
災
厄
ご
と
生
ず

O
乗
り
物
に
乗
る
夢
を
見
る
と
慶
び
事
あ
り

－
1
7
F
日
一
潮
差
一

1
｝

ゆ
も
一
（
新
暦
）
一

i

J

J

担

金

Z

S

T
I
－
－
－
－
T

l＋

回
線

げ
則
一
月
一

一
日
一
小
潮
一

一口
、量

一
i
l
l
－
豆、
夫
士
八
、
ニ豆

一
制
附

暇

削

庁

r
I－
い
』
川
崎
口
直
巳
同
ほ

r目
己
一間
引

る
1

寸
ー
イ
｜
l
寸
1
1
1
1
1寸
｜
｜
4
l
l
J
I
B－
J

P

け

Z
一
月
一

一
日
一
長
瀬
一
一
、
美
一

一口
、
葦
一
回
、
三

一
一九
、
毘
一
刺
日

於
対
一

2
一
主
日
了
一
一
口
、安一

I

l
－
－
ー

一
一九
、宅

一
束
削

川
ホ
丁
1
7
1
十
l
｜
寸
｜
｜
斗
｜
｜
斗
｜
｜
斗

l
lよ
捌

け

浦

安

一

旦

一
日
一
小
潮
一
八
、
四
八
で
！

一
＝、四三

一
2
主
T
H

信
緑
一

3
一
主
日
一
”
一
八
、

一九

一
I
l
l
－
－一、一九

一
一七
、
四
八
一
色
刷

下
L

I

L

I
－－
T
I
L
I－
－
十
l
l
i
r－
－
上
肢

h

記
司
つ
斗
剥
ゴ
副
つ
副
ゴ
引
訂
当
沼

山
製
一

4

一
五
日
一

H

一
ニ、量

一
一豆、孟

一
八、ニ四

一
一九
、
回
八
一
明
日
刊

t

r

l

「
｜
l
」
｜
｜
↑
｜
｜
｜
「
｜
｜
｜
「
｜
｜
｜
「
｜
｜
L

前

説
計
オ
斗
斗
出
与
引
寸
早
引
斗
官

表
抗
一

5
一
十
五
日
一

H

一
一二
三
一
弓
歪

一
八、安

一
一九
、
回
二
叫
柄
引

の

M
T
IT
－
＋
ー
ー
十
ー
ー
＋

l
i
a
i－－
T
I
l－
M
干

こ
y
一
月
一

一
日
一
H

一
ニ、口八

一
一玉
、美

一
八、五二

三
、
二
一側

部

一
6
一
＋E
日
一
”一

一、口四
一
五
二
一こ

へ

き

一
一一口
、Z
孟
一
組
柑

T
I
T
I－－
T
1
1＋
1
l
i
l
i－－十
I
l
l
1十
l
l
l
i
・
部

一
月
一

一
日一

H

一
三
六

一
一三
孟

一
向

一九

一
三
、
五
二
恥
帥

一
7
一
主
日
一

H

一
口
、
回
二
一
六二一回

一
八、老

一
三
百

一
行
時

寸
l
l「
1
1
1寸
1
1
1「
l
1
1
1
↓I
l
l
1
4
1
1
1
1
J
I
l
l－
」
せ
梅

一
月
一

一
日
一
大
潮
一
回
、
口
二

一七、美

一一
口
、五
百
一
三
、
一
三
崎
市
品

一
8
一
五
日
一

H

一
弓
同
一一
一
一七、

一
三
刊
さ

一
圭
一、
二三

跡

ヨ

va
！
十
1
1
l
i
r－－十
I
l
l
1
L
l
l
l
l
l
↑I
l
l
1
L
I
l－－
L
に
軍

一
月
一

一
日一

H

一豆、

一唱

一
一七、美

一
二
、回二

量
、四九

一
品
は

一
9
一十
五
日
一
”

一
回、
一一口

一
一七二二

一
一口、五二

－一冒三
七
一
一一抗

寸
l
1
1
1寸
l

」
l
i
p－
」
I
l
l
l
↓I
l
l
l
↓ーーー」次

一
月
一
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一
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一
一
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一
ム
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一
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＋五日一
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一
五
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一
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五九一
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一
ニZ
、一五

一
相
即

「
l
ト
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｜
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l
l
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ト
｜
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内

一
月
一

一
日
一
中
潮
一

六、五回

一
一
主
主

一
｜
｜

一
三
、
三
一
刊
山

口一

五

日

一

大

盟

主

一
一七、一三

二
長
一

l
l
i
一

ぷ

月一

一
日
一
中
潮
一
『
天

一
一七、四三

口
、室一

三
J
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神
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リ一
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i

一
！
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－
一
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十
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一
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、
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レ
P寸，，陸大裸粟き

ぴ

と
う
も
ろ
こ
し

大

一旦

小

豆

い
ん
げ
ん

え
ん
ど
う

そ
ら
ま
め

そ

は

甘

藷

馬

鈴

薯

里

芋

な

す
ト

マ

ト

主
、
申
、

7
り

南

瓜
白

菜

大

根
に
ん
じ
ん

ご

ぼ

う

ねヵ、は
う
れ
ん
そ
う

麦麦麦稲稲ぎ

四
月
下
旬
i
五
月
中
旬

五
月
上
旬
1
五
月
下
旬

十
月
中
旬
i
十
一月
中
旬

十
月
中
旬
i
十
一月
中
旬

十
月
中
旬
i
十
一月
下
旬

五
月
下
旬
i
七
月
上
旬

五
月
上
旬
1
六
月
中
旬

四
月
上
旬
1
五
月
下
旬

五
月
上
旬
i
六
月
中
旬

六
月
上
旬
i
六
月
中
旬

四
月
中
旬
1
五
月
上
旬

十
月
中
旬
l
十
月
下
旬

九
月
中
旬
l
十
月
中
旬

」
四
月
下
旬
1
六
月
上
旬

戸
八
月
上
旬
l
八
月
下
旬

（
植
）
五
月
中
旬
i
六
月
上
旬

三
月
中
旬
i
三
月
下
旬

四
月
中
旬
1
四
月
下
旬

（
植
）
四
月
下
旬
i
五
月
中
旬

（
植
）
四
月
下
旬
1
五
月
中
旬

（
植
）
四
月
下
旬
i
五
月
中
旬

（
植
）
四
月
下
旬
1
五
月
中
旬

八
月
上
旬
i
八
月
下
旬

八
月
下
旬
i
九
月
上
旬

六
月
中
旬
i
七
月
中
旬

「
四
月
下
旬
i
五
月
上
旬

「
九
月
下
旬
1
十
月
上
旬

」
三
月
中
旬
1
三
月
下
旬

戸
九
月
中
旬
i
九
月
下
旬

「
八
月
下
旬
i
九
月
下
旬

戸二
月
下
旬
1
五
月
下
旬

『
八
月
下
旬
1
九
月
中
旬

「
十
月
上
旬
1
十
月
下
旬

J; 



－
勝
負
事
、
掛
け
合
い
事
に
勝
つ
法
と
し
て
、

古
来
か
ら
次
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
ま
ず
破
寧
星
を
求
め
、
こ
の
破
寧
星
を
常

に
う
し
ろ
に
し
て
賭
け
事
、
諸
相
場
、
掛
け
合

い
事
を
す
れ
ば
勝
て
る
と
い
う
方
法
で
す
。

－
破
寧
星
の
求
め
方
は
、
ま
ず
勝
負
を
し
よ
う

と
す
る
時
刻
に
あ
た
る
十
二
支
を
甲
図
で
求
め

次
に
、
勝
負
す
る
月
（
必
ず
旧
暦
に
よ
る
）
に
対

す
る
繰
り
数
を
乙
表
で
求
め
ま
す
。

－
申
図
で
求
め
た
十
一一
支
か
ら
、

乙
表
で
求
め

た
繰
り
数
だ
け
右
回
り
（
型
寅
卯
辰
・
・
の
順
）
に

数
え
て
き
ま
る
十
二
支
が
求
め
る
方
位
で
す
。

．
た
だ
し
、
時
刻
は
午
前
と
午
後
に
よ
っ
て
干

支
が
異
な
っ
て
き
ま
す
か
ら
ご
注
意
し
て
下
さ

い
。
こ
れ
は
、
子
の
中
央
か
ら
右
回
り
に
丑
寅

図申
O
勝
負
事
に
勝
つ
法
、
祝
儀

・
法
事

表

正

月

五
ツ
目

五

月

九
ツ
目

九

月
一
ツ
目

医院1~ ：

~： 1;:1i~ 
~ili;11: 

乙
卯
辰
巳
：
・
の
順
に
数
え
、
午
の
中
央
ま
で
を
午

前
と
し
、
残
り
を
午
後
と
し
ま
す
。

－
例
え
ば
、
旧
正
月
の
あ
る
日
の
午
後
四
時
に

勝
負
す
る
と
き
は
、
午
後
四
時
を
目
安
に
し
て

申
と
き
め
、
次
に
正
月
を
目
安
に
し
て
乙
衰
か

ら
繰
り
数
五
ツ
目
を
求
め
、
申
か
ら
＋
布
団
り
に

五
ツ
目
、
す
な
わ
ち
子
の
方
位
を
求
め
知
る
と

い
う
わ
け
で
、
こ
こ
が
破
寧
星
の
方
位
と
な
り

ま
す
。
こ
の
方
法
で
用
い
る
月
は
旧
暦
で
す
。

〔
祝
儀
〕

O
岩
回
世
帯
H
妊
娠
五
カ
月
日
の
成

の
目
、
七
尺
五
寸
三
分
の
晒
木
綿
か
臼
綿
ネ
ル

に
か
寿
e
の
｛子
を
書
い
て
腹
に
巻
く

O
お
七
夜

H
生
後
七
日
目
、
命
名
披
露

O
お
宮
参
り
H

男
児
三
十

一
日
目
、
女
児
三
十
三
日
目

O
お

食
初
め
H
生
後
百
二
十
日
目
、
御
飯
を
た
べ
る

ま
ね
を
す
る

O
初
誕
生
日
H
出
生
時
の
体
重

の
三
依
、
身
長
が
五
割
増
し
に
な

っ
て
い
た
ら

標
準
発
育

O
初
節
句
H
女
児
は
三
月
三
目、

男
児
は
五
月
五
日

O
七
五
三
H
男
児
は
三
歳

と
五
歳
、
女
児
は
三
歳
と
七
歳
の
十

一
月
十
五

日

O
成
人
式

1
男
女
共
に
満
二
十
歳
の

一
月

十
五
日

O
紙
婚
式

1
結
婚
後
満

一
年
目

。

木
婚
式

l
結
婚
後
満
五
年
目

O
錫
婚
式
l
結

婚
後
満
十
年
目

O
銀
婚
式

1
結
婚
後
満
二
十

五
年
目

O
金
婚
式

1
結
婚
後
満
五
十
年
目

O
還
暦
祝

l
満
六
十
歳

。
古
稀
祝

1
七
十
歳

。
喜
寿
祝

l
七
十
七
歳

。
傘
寿
祝

l
八
十
歳

。
米
寿
祝

1
八
十
八
歳

。
牟
寿
祝

1
九
十
歳

。
白
寿
祝

1
九
十
九
歳

〔
法
事
〕
・
初
七
日
（
死
亡
日
か
ら
政
え
て

七
日
目
て

・
二
七
日
（
死
亡
日
か
ら
数
え
て

十
四
日
目
）
、

．
三
七
日
｛
死
亡
日
か
ら
数
え

て
二
十

一
日
目
｝
、

・
三
十
五
日
、

・
四
十
九

日、

－
百
カ
目
、

・

一
周
忌
（
死
後
満

一
年
自

の
忌
日
）
、
・
三
回
忌
（
死
後
満
二
年
自
の
忌
日
）

・
七
回
忌
（
死
後
満
六
年
目
の
忌
日
｝
、
．
十
三

回
忌
、

－
十
七
回
忌
、

・
二
十
三
回
忌
、

－
二

十
七
回
忌
、

．
三
十
三
回
忌
、

－
三
十
七
回
忌

．
五
十
回
忌
、

－
百
回
忌

昭
和
卒
三
年

昭
和
卒
ニ
年

昭
和
季
八
年

昭
和
季
二
年

昭
和
田
大
年

昭
和
四
十
二
年

廿
七
回
忌

竺
一
回
忌

宅
回
忌

季
回
忌

百
回
忌

昭
和
手
八
年

昭
和
手
二
年

昭
和
一平八
年

昭
和
十
五
年

明
治
一平三
年

一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

＋＝
一回
忌

毛
回
忌

吉
一回
忌



O
一
代
守
本
尊
、
六
三
除
け
、
通
信
鑑
定

O
子
年
生
の
人

O
丑
年
生
の
人

O
寅
年
生
の
人

O
卯
年
生
の
人

O
辰
年
生
の
人

O
巴
年
生
の
人

O
午
年
生
の
人

O
未
年
生
の
人

O
申
年
生
の
人

O
商
年
生
の
人

O
戊
一
年
生
の
人

O
亥
年
生
の
人

千
手
観
音
書
薩

虚

空

蔵

書

蔭

虚

空

蔵

菩

薩

文

珠

菩

薩

普

賢

菩

薩

普

賢

菩

蔭

勢

至

善

蔭

大

日

如

来

大

日

如

来

不

動

明

王

八

幡

大

菩

薩

八

幡

大

菩

薩

神宮館護製。一代守本尊前を一体
1000円で頒布致します。生年月日・
性別をご記入のうえ送料一体につ
き60円を添えてお申込み下さし、。

臨

O
紙
垂
（
し
で
）
は
主
連
縄

・
玉
串

・
輪
飾
り
な

ど
に
垂
れ
下
げ
る
も
の
で
、
一
般
に
用
い
ら
れ

る
三
刀
四
垂
れ
切
り
を
図
示
い
た
し
ま
す
。

O
用
紙
は
奉
書

・
美
濃
紙

・
半
紙
な
ど
な
ん
で

も
差
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
用
紙
を
二
枚
重

ね
、
二
つ
祈
り
と
し
、

三
万
四
垂
れ
に
切
り
、

そ
れ
を
内
側
に
折
れ
ば
で
き
上
が
り
ま
す
。

一

一内日韓
の
よ
う
に

「
I
l
l
－
術
ワ
込
め
ば
先

一

一

が小え
っ
て
注
進

て
つ
折
り

一

l
l
l」
蝿
に
岬
し
こ
む

し
て
聞
い

一

一

ニ
と
が
出
来
る

た
方
合
一

一

一

？
？
附
銭
つ
「
l
l
l

一

n

－

－

 

－
医
薬
の
効
き
目
が
な
く
、
う
っ
と
お
し
く
長

引
き
対
ち
の
病
気
の
場
合
は
、
古
来
か
ら
六
一二

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

－
六
三
に
か
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
る
法

は
、
病
気
に
か
か
っ
た
時
の
自
分
の
数
え
年
を

九
で
割
り
、
割
り
切
れ
ず
に
残
っ
た
数
で
も
っ

て
判
断
し
ま
す
。
た
と
え
ば
数
、
ぇ
年
三
十

一
で

発
病
し
た
人
な
ら
、

三
十

一
を
九
で
割
る
と
四

が
残
り
ま
す
。
そ
こ
で
左
図
を
見
ま
す
と
、
四

は
胸
・
腹
部
に
当
た
り
ま
す
。
も
し
も
そ
の
人

の
病
気
が
胸
か
腹
部
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
六

三
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
九
で
割
り
切

れ
る
時
は
九
で
も
っ
て
判
断
い
た
し
ま
す
。

－
秘
法
六
三
除
け
希
望
の
方
は
、
生
年
月
日
、
病

状
、
氏
名
、
男
女
別
、
発
病
時
期
を
記
入
し
、
祈
祷

料
六
千
円
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。
祈
祷

を
執
行
し
た
上
で
御
札
を
お
送
り
し
ま
す
。

川
東
京
都
台
東
区
東
上
野

一
丁
目

一
番
四
号

一T

神

宮

館

鑑

定

部

左

正
商
向
男
右

。
女
町
人
は
男
同
人
と
布
在
が
逆
に
な
り
ま
す

女

H
②
左
晴
⑤
左
脇
腹

G
ま
足
③
右
肩
②
右
脇
腹
②
右
足

－「
品村
T
hヨヨ
目吉
伺

aaτ

－ニ

何H
H
F

，、

O
本
年
の
還
努

一
人

に

付

二

万

円

。
療
相
鑑
定

一
件
（
平
家
）
に
付

三
万
円
以
上

※
一
了

三
階
の
場
合
は
増
額
。

家
相
図
に
南

・
北
方
位
を
明
示
の
こ
と
。

O
移
転
・
建
築
（
時
期
・
方
位
）

一
件
一
人

ニ
万
円

現
住
所
と
移
転
先
を
記
し
た

一
枚
地
図
を
同
封
、

家
族
の
生
年
月
日
を
明
記
（
一名
増
ご
と
に
一
万
円
）

O
産

児

命

名

一
名

に

付

三

万

円

誕
生
の
年
・
月
・日
・時
・性
別
及
び
両
親
兄
弟

姉
妹
の
氏
名
・生
年
月
日
・職
業
等
を
明
記
。

O
改

名

一
名
に
付

三

万

円

。
屋
号
・
商
号

一
件
に
付

五

万

円

業
務
種
別
、
店
主
名
・
生
年
月
日
な
ど
明
記
。

O
会

社

名

一
件
に
付

十

万

円

業
務
種
別
、
社
長
名
・
牛
．年
月
日
な
ど
明
記
。

O
縁

談

一
件
に
付

三

万

円

男
女
各
々
の
氏
名
・竺
年
月
日
・戦
業
を
明
記
。

O
方
災
除
け
（
旅
行
・
転
勤
・
移
転
）

八

千

円

犯
し
た
方
位
・
日
時
・当
人
の
牛
年
月
日
明
記
。

O
家
相
八
方
除
け

ョ

八
千
円
以
上

家
相
閃
に
南
・北
方
位
を
明
示
し
、
家
族
全
員

の
氏
名
・
午
年
月
H
・性
別
を
明
記
の
、
』
と。

O
病

災

除

け

八

千

円

※
直
接
鑑
定
を
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で
ご
予

約
下
さ
い
。
鑑
定
料
は
、
通
信
鑑
定
の
料
金

と
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

合

O
三
八
三
一

一
六＝
一八
番

m
O
東
京
都
台
東
区
東
上
野

一
丁
目

一
番
問
毎

干

神
宮
館
鑑
定
部
平
木
場
泰
義

T 

1 



このたびはインダクション・プロデュースのファミリー・コンビュータ周力セット「・89電脳九星占
い」をお貫いあげいただき、誠にありがとうございました。

ご使用の前に取扱い方、使用上の注意等、この「取扱説明書Jをよくお読みい定だき、正しい使用

方法でご愛用ください。

なお、この「取扱説明書」は大切に保管してください。

〈使用上の注意〉
・ご使用後はACアダプタをコンセントから必ず抜いておいてください。
・テレビ画面からできるだけ離れてゲームをしてください。

・長時間ゲームをする時は、健康のため、約2時間ごとに10分～15分の小休止をしてください。
・精密機器ですので、短端な温度条件下での使用や保管および強いショックを避けてください。また

絶対に分解しないでください。

・端子部に手を触れたり、水にぬらすなど、汚さないようにしてください。故障の原因となります二

・シンナー、ベンジン、アルコール等の揮発油でふかないでください。
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~寄Jーコニ~--9.'J:JI!量コ:Jは任天堂の街標です。
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